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防技術・治療評価に関するフッ化物応用の総合

̶ 88 ̶

資　料



的研究H12−医療−003(主任研究者　⾼江洲
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一般−015)(主任研究者　安藤雄一),2010年5
⽉

35)安藤雄一,深井穫博,⼤⼭篤,柳澤智仁.治
療 ニ ー ズ ( normative needs/ felt needs/
expressed needs)に対応する具体的データ,厚
⽣労働科学研究　⻭科疾患等の需要予測および
患者等の需要に基づく適正な⻭科医師数に関す
る研究平成21年度総括・分担報告書(H21−医
療−一般− 015)(主任研究者　安藤雄一),
2010年5⽉

36)安藤雄一,深井穫博,恒石美登里,柳澤智仁.
国⺠医療費統計による⻭科医療費の推移に関す
る検討,厚⽣労働科学研究　⻭科疾患等の需要
予測および患者等の需要に基づく適正な⻭科医
師数に関する研究平成21年度総括・分担報告書
(H21−医療−一般− 015)(主任研究者　安藤
雄一),2010年5⽉

37)安藤雄一,深井穫博.医療費の三要素分析に
よる⻭科需要の検討−国⺠健康保険と政府管掌
保険データを用いた分析,厚⽣労働科学研究
⻭科疾患等の需要予測および患者等の需要に基
づく適正な⻭科医師数に関する研究平成21年度
総括・分担報告書(H21−医療−一般− 015)
(主任研究者　安藤雄一),2010年5⽉

38)安藤雄一,深井穫博,青⼭旬.わが国におけ

る⻭科患者の現状と推移‐患者調査の公表値を
用いた検討,厚⽣労働科学研究　⻭科疾患等の
需要予測および患者等の需要に基づく適正な⻭
科医師数に関する研究平成21年度総括・分担報
告書(H21−医療−一般− 015)(主任研究者
安藤雄一),2010年5⽉

39)安藤雄一,深井穫博,相⽥潤.わが国におけ
る現在⻭数とう蝕治療ニーズの推移−総量と⻭
科医あたりでみた量の半世紀,厚⽣労働科学研
究　⻭科疾患等の需要予測および患者等の需要
に基づく適正な⻭科医師数に関する研究平成21
年度総括・分担報告書(H21−医療−一般−
015)(主任研究者　安藤雄一),2010年5⽉

40)安藤雄一,深井穫博.⻭科需要に関する各種
全国データの相互関連性についての分析,厚⽣
労働科学研究　⻭科疾患等の需要予測および患
者等の需要に基づく適正な⻭科医師数に関する
研究平成21年度総括・分担報告書(H21−医療
−一般−015)(主任研究者　安藤雄一),2010
年5⽉

41)安藤雄一,深井穫博,古川清⾹,恒石美登里.
⻭科需要の時間換算に関する研究,厚⽣労働科
学研究　⻭科疾患等の需要予測および患者等の
需要に基づく適正な⻭科医師数に関する研究平
成21年度総括・分担報告書(H21−医療−一般
−015)(主任研究者　安藤雄一),2010年5⽉

42)安藤雄一,深井穫博,恒石美登里,古川清⾹.
社会医療診療⾏為別調査からみたう蝕治療の顕
在ニーズの経年的推移に関する研究,厚⽣労働
科学研究　⻭科疾患等の需要予測および患者等
の需要に基づく適正な⻭科医師数に関する研究
平成21年度総括・分担報告書(H21−医療−一
般− 015)(主任研究者　安藤雄一),2010年 5
⽉

43)安藤雄一,深井穫博,柳澤智仁.東京都家計
調査における⻭科医療費の推移分析,厚⽣労働
科学研究　⻭科疾患等の需要予測および患者等
の需要に基づく適正な⻭科医師数に関する研究
平成21年度総括・分担報告書(H21−医療−一
般− 015)(主任研究者　安藤雄一),2010年 5
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⽉
44)安藤雄一,深井穫博,石⽥智洋,⼤⼭篤,柳
澤智仁.インターネットリサーチによる⻭科受
診⾏動に関する仮想需要調査,厚⽣労働科学研
究　⻭科疾患等の需要予測および患者等の需要
に基づく適正な⻭科医師数に関する研究平成21
年度総括・分担報告書(H21−医療−一般−
015)(主任研究者　安藤雄一),2010年5⽉

45)深井穫博,神　光一郎,藤家恵⼦,⾼柳篤史,
瀧口徹.パノラマX線データを用いた⻭科需要
に関する研究,厚⽣労働科学研究　⻭科疾患等
の需要予測および患者等の需要に基づく適正な
⻭科医師数に関する研究平成21年度総括・分担
報告書(H21−医療−一般−015)(主任研究者
安藤雄一),2010年5⽉

46)⼤内章嗣,安藤雄一,池主憲夫,深井穫博,
佐藤徹,菅原栄悦,斎藤佳雄.特定保健指導と
連携した⻭科健診・保健指導の在り⽅に関する
中間報告,全国⻭科医師国⺠保健連合会,2011
年2⽉

47)安藤雄一,石濱信之,古⽥美智⼦,橋本直⼦,
城⽥佳⼦,⼤津孝彦,青⼭旬,佐藤眞一,深井
穫博,森⽥学.地⽅自治体が実施する特定保健
指導に早⾷い是正の⾏動⽬標を追加した介入研
究の実施とプロセス評価,厚⽣労働科学研究
口腔機能に応じた保健指導と肥満抑制やメタボ
リックシンドローム改善との関係についての研
究平成22年度総括・分担報告書(H21−循環器
等(⽣習−一般−012)(主任研究者　安藤雄一),
2011年3⽉

48)安藤雄一,恒石美登里,相⽥潤,⼤⼭篤,深
井穫博.⽇本人口腔状態・口腔保健⾏動と経済
要因の関連〜平成17年⻭科疾患実態調査,平成
16年国⺠栄養調査の個票リンゲージ〜,厚⽣労
働科学研究　⻭科疾患等の需要予測および患者
等の需要に基づく適正な⻭科医師数に関する研
究平成 21− 22年度総括・分担報告書(H21−
医療−一般− 015)(主任研究者　安藤雄一),
2011年3⽉

49)神光一郎,藤家恵⼦,⾼柳篤史,瀧口徹,安

藤雄一,深井穫博.パノラマX線データを用い
た⻭科需要に関する研究,厚⽣労働科学研究
⻭科疾患等の需要予測および患者等の需要に基
づく適正な⻭科医師数に関する研究平成22年度
総括・分担報告書(H21−医療−一般− 015)
(主任研究者　安藤雄一),2011年3⽉

50)安藤雄一,深井穫博,相⽥潤,⼤⼭篤,恒石
美登里.⻭科受診及び治療中止・転移の要因〜
平成11年保健福祉動向調査と国⺠⽣活基礎調査
のリンゲージデータによる分析〜,厚⽣労働科
学研究　⻭科疾患等の需要予測および患者等の
需要に基づく適正な⻭科医師数に関する研究平
成22年度総括・分担報告書(H21−医療−一般
−015)(主任研究者　安藤雄一),2011年3⽉

51)安藤雄一,深井穫博,相⽥潤,⼤⼭篤,恒石
美登里.疾病別にみた外来通院と経済要因の関
連,厚⽣労働科学研究　⻭科疾患等の需要予測
および患者等の需要に基づく適正な⻭科医師数
に関する研究平成 22年度総括・分担報告書
(H21−医療−一般− 015)(主任研究者　安藤
雄一),2011年3⽉

52)安藤雄一,深井穫博,相⽥潤,⼤⼭篤,恒石
美登里.⻭科の通院患者の特性〜平成17年の国
⺠⽣活基礎調査(世帯票)・国⺠健康・栄養調
査(⽣活習慣表)・⻭科疾患実態調査リンゲー
ジデータを用いた分析結果〜,厚⽣労働科学研
究　⻭科疾患等の需要予測および患者等の需要
に基づく適正な⻭科医師数に関する研究平成22
年度総括・分担報告書(H21−医療−一般−
015)(主任研究者　安藤雄一),2011年3⽉

53)恒石美登里,古川清⾹,安藤雄一,深井穫博.
社会医療診療⾏為別調査と⻭科疾患実態調査の
比較−軽度・重度う蝕の処置率(平成17年)−,
厚⽣労働科学研究　⻭科疾患等の需要予測およ
び患者等の需要に基づく適正な⻭科医師数に関
する研究平成22年度総括・分担報告書(H21−
医療−一般− 015)(主任研究者　安藤雄一),
2011年3⽉

54)古川清⾹,恒石美登里,安藤雄一,深井穫博.
「時間」という尺度を用いた⻭科疾患のニーズ
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量と治療供給量について,厚⽣労働科学研究
⻭科疾患等の需要予測および患者等の需要に基
づく適正な⻭科医師数に関する研究平成22年度
総括・分担報告書(H21−医療−一般− 015)
(主任研究者　安藤雄一),2011年3⽉

55)恒石美登里,深井穫博,安藤雄一.⾼齢者・
要介護者の⻭科需要予測と在宅⻭科医療ニー
ズ,厚⽣労働科学研究　⻭科疾患等の需要予測
および患者等の需要に基づく適正な⻭科医師数
に関する研究平成 22年度総括・分担報告書
(H21−医療−一般− 015)(主任研究者　安藤
雄一),2011年3⽉

56)深井穫博,瀧口徹,安藤雄一.過去50年間の
⽇本人成人の性別年齢階級別現在⻭数の分布お
よび最適回帰式かたみた⻭の喪失パターン,厚
⽣労働科学研究　⻭科疾患等の需要予測および
患者等の需要に基づく適正な⻭科医師数に関す
る研究平成22年度総括・分担報告書(H21−医
療−一般− 015)(主任研究者　安藤雄一),
2011年3⽉

57)古⽥美智⼦,恒石美登里,深井穫博,安藤雄
一.医療施設⽣態調査からみた訪問⻭科診療の
実施割合・件数の地域別分布と関係要因,厚⽣
労働科学研究　⻭科疾患等の需要予測および患
者等の需要に基づく適正な⻭科医師数に関する
研究平成22年度総括・分担報告書(H21−医療
−一般−015)(主任研究者　安藤雄一),2011
年3⽉

58)安藤雄一,深井穫博,青⼭旬.⻭科診療所の
患者数の将来予測〜患者調査の好評値を用いた
検討〜,厚⽣労働科学研究　⻭科疾患等の需要
予測および患者等の需要に基づく適正な⻭科医
師数に関する研究平成22年度総括・分担報告書
(H21−医療−一般− 015)(主任研究者　安藤
雄一),2011年3⽉

59)安藤雄一,石⽥智洋,深井穫博,⼤⼭篤.⻭
科医院への定期受診の関連要因〜Web調査によ
る分析〜,厚⽣労働科学研究　⻭科疾患等の需
要予測および患者等の需要に基づく適正な⻭科
医師数に関する研究平成22年度総括・分担報告

書(H21−医療−一般−015)(主任研究者　安
藤雄一),2011年3⽉

60)石⽥智洋,安藤雄一,深井穫博,⼤⼭篤.イ
ンターネットリサーチによる⻭科定期受診⾏動
に関わる要因についての調査,厚⽣労働科学研
究　⻭科疾患等の需要予測および患者等の需要
に基づく適正な⻭科医師数に関する研究平成22
年度総括・分担報告書(H21−医療−一般−
015)(主任研究者　安藤雄一),2011年3⽉

61)安藤雄一,深井穫博,石⽥智洋,⼤⼭篤.成
人を対象とした⻭科健診に対する住⺠のニーズ
と選好に関するWeb調査,厚⽣労働科学研究
⻭科疾患等の需要予測および患者等の需要に基
づく適正な⻭科医師数に関する研究平成22年度
総括・分担報告書(H21−医療−一般− 015)
(主任研究者　安藤雄一),2011年3⽉

62)古川清⾹,小原由紀,安藤雄一,木下淳博,
深井穫博,⼤⼭篤,石⽥智洋.⻭科医療従事社
の⻭科診療に関する実態調査,厚⽣労働科学研
究　⻭科疾患等の需要予測および患者等の需要
に基づく適正な⻭科医師数に関する研究平成22
年度総括・分担報告書(H21−医療−一般−
015)(主任研究者　安藤雄一),2011年3⽉

63)瀧口徹,青⼭旬,深井穫博,安藤雄一.⻭科
医療需要の視点からみた全国市町村診療所⻭科
医師数人口比の 10年間(1998-2008)の地域
(格)差と地域集積性について,厚⽣労働科学
研究　⻭科疾患等の需要予測および患者等の需
要に基づく適正な⻭科医師数に関する研究平成
22年度総括・分担報告書(H21−医療−一般−
015)(主任研究者　安藤雄一),2011年3⽉

64)中村修一　編(深井穫博　著分担).ネパー
ル⻭科医療協⼒ 23次隊・ 24次隊報告書　2011
MEDEATEを見届ける,ネパール⻭科医療協
⼒会,福岡,2011.

65)八木稔,石川裕⼦,佐藤徹,⼤内章嗣,深井
穫博.新しい「成人⻭科健診・指導プログラム」
による⾏動変容の評価,8020,2012;11,144-145.
(8020推進財団,平成22年度8020公募研究報告
書,2011年3⽉)
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66)深井穫博.成人から⾼齢者への新しい展開,
第9回フォーラム8020報告書,2012;31(1):
40-45.

67)安藤雄一,深井穫博.⻭科診療所において
「咀嚼支援マニュアル」を活用した咀嚼指導に
関する介入研究,厚⽣労働科学研究　口腔機能
に応じた保健指導と肥満抑制メタボリックシン
ドロームとの関係についての研究平成23年度総
括・分担報告書(H21−循環器等(⽣習)−一
般− 012)(主任研究者　安藤雄一),2012年 3
⽉

68)安藤雄一,三浦宏⼦,佐藤眞一,荒井裕介,
齋藤俊⾏,北村雅保,川下由美⼦,濱嵜朋⼦,
加藤佳⼦,若井健志,深井穫博,⼤庭志野.平
成 17年国⺠⽣活基礎調査−国⺠健康・栄養調
査−⻭科疾患実態調査のデータリンゲージ状況
と性・年齢の不一致について,厚⽣労働科学研
究　口腔機能に応じた保健指導と肥満抑制メタ
ボリックシンドロームとの関係についての研究
平成23年度総括・分担報告書(H21−循環器等
(⽣習)−一般−012)(主任研究者　安藤雄一),
2012年3⽉⽇本⻭科医師会(深井穫博　著分担),
標準的な⻭科健診プログラム・保健指導マニュ
アル,2010年3⽉

69)安藤雄一,三浦宏⼦,若井健志,佐藤眞一,
荒井裕介,深井穫博,⼤庭志野.⻭の保有状況
と⾷品群・栄養素の摂取量との関連(その 1)
〜平成17年国⺠⽣活基礎調査とリンゲージした
国⺠健康・栄養調査データによる解析〜,厚⽣
労働科学研究　口腔機能に応じた保健指導と肥
満抑制メタボリックシンドロームとの関係につ
いての研究平成23年度総括・分担報告書(H21
−循環器等(⽣習)−一般−012)(主任研究者
安藤雄一),2012年3⽉

70)安藤雄一,三浦宏⼦,若井健志,佐藤眞一,
荒井裕介,深井穫博,⼤庭志野.⻭の保有状況
と⾷品群・栄養素の摂取量との関連(その 2)
〜平成17年⻭科疾患実態調査および国⺠⽣活基
礎調査とリンゲージした国⺠健康・栄養調査
データによる解析〜,厚⽣労働科学研究　口腔

機能に応じた保健指導と肥満抑制メタボリック
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VOL.48,NO.4,p458-459,1998.)

21)深井穫博,中村修一,小川孝雄,⼤野秀夫:
途上国におけるフッ化物洗口法の実践,第58回
九州⻭科学会総会　平成10年(1998)5⽉10⽇
北九州市

22)蒲池世史郎,中村修一,深井穫博,矢野裕
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⼦:ネパールにおける⻭科保健を中心とした健
康教育の実践とその評価−現地口腔保健専⾨家
養成プログラムを中心として−,第7回⽇本健
康教育学会　平成10年(1998)6⽉14⽇　埼⽟
県坂⼾市(⽇本健康教育学会誌,VOL.6,Suppl.
p172-173,1998.)

23)安部一紀,中村修一,小川孝雄,河岸重重,
蒲池世史郎,深井穫博,⽣　卓見,小宮愛恵:
ネパール王国テチョー村における⻭科保健活動
その2.シュガーコントロールへの取組みとそ
の社会的・⻭科病態的背景について,第13回⽇
本国際保健医療学会総会　平成10年(1998)8
⽉28⽇　吹⽥市,(国際保健医療,VOL.13,Suppl.
p166,1998.)

24)深井穫博,中村修一,小川孝雄,徳永一充,
太⽥信友,楢崎正⼦:途上国における学童を対
象としたフッ化物洗口法の実践,第47回⽇本口
腔衛⽣学会総会　平成 10年(1998)10⽉ 16⽇
仙台市(口腔衛⽣学会雑誌,VOL.48,NO.4,
p486-487,1998.)

25)和⽥耕太郎,中村修一,深井穫博,小川孝雄,
⼤野秀夫:ネパール人の健康の認識と病気の認
識について,第57回⽇本公衆衛⽣学会総会　平
成10年(1998)10⽉29⽇　岐阜市,(⽇本公衆
衛⽣雑誌,VOL.45,NO.10,p746,1998.)

26)柴⽥　⼒,深井穫博,杉原直樹,眞木吉信,
⾼江洲義矩:質問紙法による唾液の自己認識に
関する調査(1),第266回東京⻭科⼤学学会例
会　平成 11年(1999)3⽉ 6⽇ ,(⻭科学報,
VOL.99,NO.3,225-226,1999.)

1999年
27)深井穫博,眞木吉信,杉原直樹,⾼江洲義
矩:成人の経済的背景と口腔保健⾏動,第48回
⽇本口腔衛⽣学会総会　平成 11年 11⽉ 5⽇
(1999)福岡市,(口腔衛⽣学会雑誌,VOL.49,
NO.4,p668-669,1999.)

28)深井穫博,藤野悦男,三木昭代,岡　　宏,
蓮見健壽:幼稚園におけるフッ化物応用を中心
とした⻭科保健活動とその効果,第48回⽇本口
腔衛⽣学会総会　平成11年11⽉5⽇(1999)福

岡市 ,(口腔衛⽣学会雑誌,VOL.49,NO.4,
p430-431,1999.)

29)中村修一,小川孝雄,安部一紀,河岸重則,
深井穫博,矢野裕⼦,蒲池世史郎:途上国での
⻭科保健医療の経過と評価−ネパールにおける
10年間の活動を通して−,第 59回九州⻭科学
会総会　平成11年(1999)6⽉5⽇　小倉

30)矢野裕⼦,中村修一,蒲池世史郎,深井穫博,
小宮愛恵:途上国における学校⻭科保健の展
開−ネパール王国テチョー村での実践から−,
第 8回⽇本健康教育学会　平成 11年(1999)6
⽉11⽇　⼤阪府,(⽇本健康教育学会誌,VOL.7,
Suppl., 154-155,1999.)

31)小川孝雄,河岸重則,中村修一,安部一紀,
深井穫博,重⽥幸司郎:ネパールにおける⽣活
用⽔の分析(2),第14回⽇本国際保健医療学会
平成11年(1999)9⽉3⽇　東京都新宿区,(国
際保健医療,vol.14増刊号,90,1999.)

32)⼭根　⾹,深井穫博,白⽥千代⼦,増⽥美恵
⼦,小川孝雄,矢野裕⼦,中村修一,安部一
紀:ネパールにおける成人の口腔保健⾏動,第
14回⽇本国際保健医療学会　平成11年(1999)
9⽉3⽇　東京都新宿区,(国際保健医療,vol.14
増刊号,99,1999.)

33)松岡奈保⼦,深井穫博,中村修一,矢野裕⼦,
小川孝雄,蒲池世史郎,小原真和:途上国にお
けるフッ化物洗口法の意義,第14回⽇本国際保
健医療学会　平成11年(1999)9⽉4⽇　東京
都新宿区,(国際保健医療,vol.14増刊号,111,
1999.)

34)徳永一充,中村修一,深井穫博,小川孝雄,
蒲池世史郎,⼤野秀夫,太⽥信友,矢野裕⼦,
小原真和:途上国における⻭科治療のありか
た,第14回⽇本国際保健医療学会　平成11年
(1999)9⽉4⽇　東京都新宿区,(国際保健医療,
vol.14増刊号,112,1999.)

35)中村修一,深井穫博,小川孝雄,安部一紀,
蒲池世史郎,徳永一充,⼤野秀夫,白⽥千代
⼦:途上国における⻭科保健協⼒について−10
年間の経験から−,第14回⽇本国際保健医療学
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会,平成11年(1999)9⽉4⽇　東京都新宿区,
(国際保健医療,vol.14増刊号,127,1999.)

36)蒲池世史郎,中村修一,小川孝雄,安部一紀,
深井穫博,⼤野秀夫,矢野裕⼦,徳永一充:ネ
パールにおける口腔保健専⾨家の養成−今後の
⽅向性に就いて−,第14回⽇本国際保健医療学
会,平成 11年(1999)9⽉ 4⽇東京都新宿区,
(国際保健医療,vol.14増刊号,128,1999.)

2000年
37)吉野浩一,深井穫博,松久保　隆,⾼江洲義
矩:コホート調査からみたDMFTindexおよび
⻭の喪失と⽣活習慣との関連,第269回東京⻭
科⼤学学会例会　平成12年(2000)6⽉16⽇

38)深井穫博,眞木吉信,鏡　宣昭,⾼江洲義
矩:⻭科医院の選択理由に「よく説明をする」
を回答する者の特性,第49回⽇本口腔衛⽣学会
総会　平成12年(2000)10⽉5⽇　札幌市,(口
腔衛⽣学会雑誌,VOL.50,NO.4,p476-477,2000.)

39)吉野浩一,深井穫博,古賀　寛,松久保　隆,
⾼江洲義矩:成人の受療⾏動の実態と⻭科医療
費との関連(3)−自己負担率と受療⾏動−,
第 49回⽇本口腔衛⽣学会総会　平成 12年
(2000)10⽉6⽇　札幌市,(口腔衛⽣学会雑誌,
VOL.50,NO.4,p500-501,2000.)

40)鏡　宣昭,眞木吉信,深井穫博,杉原直樹,
⾼江洲義矩:中学⽣の健康情報認知からみた口
腔保健⾏動,第49回⽇本口腔衛⽣学会総会　平
成12年(2000)10⽉6⽇　札幌市,(口腔衛⽣学
会雑誌,VOL.50,NO.4,p628-629,2000.)

41)中村修一,小川孝雄,安部一紀,深井穫博,
蒲地世史郎,太⽥信知,⼤野秀夫,小宮愛恵:
途上国における⻭科保健協⼒−健康教育は住⺠
の自⽴につながるか−,第9回⽇本健康教育学
会　平成 12年(2000)6⽉ 24⽇　千葉,(⽇本
健康教育学会誌,VOL.8特別号,166-167,2000.)

42)深井穫博,蒲地世史郎,中村修一,小川孝雄,
矢野裕⼦,小原真和,安部一紀,徳永一充:途
上国の学校の先⽣はヘルスプロモーションを担
う−ネパール王国 3つの農村での学校⻭科保
健の経験−,第9回⽇本健康教育学会　平成12

年(2000)6⽉24⽇　千葉,(⽇本健康教育学会
誌,VOL.8特別号,168-169,2000.)

43)蒲地世史郎,矢野裕⼦,中村修一,小川孝雄,
深井穫博,小原真和,安部一紀,沼口麗⼦:ネ
パールにおける⻭科保健を中心とした健康教育
の実践−口腔保健専⾨家養成について−,第9
回⽇本健康教育学会　平成12年(2000)6⽉24
⽇　千葉,(⽇本健康教育学会誌,VOL.8特別号,
170-171,2000.)

44)安部一紀,中村修一,小川孝雄,深井穫博,
⼤野秀夫,太⽥信知,駒井伸也,満⽥隆之:ネ
パール王国ダパケル村の砂糖・甘味⾷品消費実
態とその⾷⽣態的背景,第15回⽇本国際保健医
療学会総会　2000年8⽉3⽇⻑崎,(国際保健医
療,vol.15増刊号,106,2000.)

45)小川孝雄,深井穫博,中村修一,⼭根　⾹,
白⽥千代⼦,矢野裕⼦,安部一紀:⼦供への健
康教育は両親に影響するか−ネパールにおける
口腔保健⾏動調査−,第15回⽇本国際保健医療
学会総会　2000年8⽉3⽇　⻑崎,(国際保健医
療,vol.15増刊号,107,2000.)

46)深井穫博,沼口麗⼦,中村修一,小川孝雄,
⼭根　⾹,矢野裕⼦,白⽥千代⼦,徳永一充:
途上国での⻭科治療受診者の口腔疾患への感受
性と口腔保健⾏動,第 15回⽇本国際保健医療
学会総会　2000年8⽉3⽇　⻑崎,(国際保健医
療,vol.15増刊号,108,2000.)

47)小宮愛恵,蒲地世史郎,中村修一,小川孝雄,
安部一紀,深井穫博,矢野裕⼦,松岡奈保⼦:
途上国における口腔保健専⾨家養成プログラム
の評価,第 15回⽇本国際保健医療学会総会,
2000年 8⽉ 4⽇　⻑崎,(国際保健医療,vol.15
増刊号,147,2000.)

48)小原真和,蒲地世史郎,中村修一,小川孝雄,
深井穫博,沼口麗⼦,小宮愛恵,重⽥幸司郎:
口腔保健専⾨家養成における検診トレーニング
の試み,第 15回⽇本国際保健医療学会総会,
2000年 8⽉ 4⽇　⻑崎,(国際保健医療,vol.15
増刊号,148,2000.)

49)白⽥千代⼦,中村修一,深井穫博,小川孝雄,

̶ 102 ̶

資　料



⼤島康男:途上国における巡回⻭科保健の試
み,第49回⽇本口腔衛⽣学会総会　平成12年
(200)10⽉6⽇　札幌市,(口腔衛⽣学会雑誌,
VOL.50,NO.4,538-539,2000.)

2001年
50)麻⽣　弘,⼤野秀夫,深井穫博,⽣　卓見,
松岡奈保⼦,太⽥信知,梁瀬智⼦,中村修一:
途上国における保健医療活動−ネパール⻭科医
療協⼒会13年のあゆみ,第39回⽇本小児⻭科
学会⼤会,2001年5⽉17⽇,⼤阪(小児⻭科学
雑誌,39(2),385,2001.)

51)小川孝雄,中村修一,安部一紀,深井穫博,
稲永清敏,寺下正道:ネパールにおける⻭科保
健活動−⻭周疾患の変遷−,第61回九州⻭科学
会,平成 13年(2001年)5⽉ 27⽇,北九州市
(九州⻭会誌,55(4),268,2001.)

52)Fukai, K., Maki, Y., Sugihara, N. and Takaesu,
Y.: Choice of dental provider in relation to
patient satisfaction, 79th General Session of the
IADR, June 27-30, 2001, Chiba, Japan( J Dent
Res, Vol.80,Special Issue,761,2001.)

53)蒲池世史郎,中村修一,安部一紀,小川孝雄,
深井穫博,矢野裕⼦,小宮愛恵:ダパケル村マ
ザーボランティア グループと⻭の健康教育プ
ロジェクト,第 10回⽇本健康教育学会,2001
年9⽉23⽇(⽇),神⼾市(⽇本健康教育学会
誌,Vol.9,Suppl,194-195,2001.)

54)深井穫博,中村修一,小川孝雄,安部一紀,
蒲池世史郎,小原真和,矢野裕⼦,小宮愛恵:
途上国における健康教育の観点からみたフッ化
物洗口プログラム, 第 10回⽇本健康教育学会,
2001年9⽉23⽇(⽇),神⼾市(⽇本健康教育
学会誌,Vol.9,Suppl,193-194,2001.)

55)小宮愛恵　中村修一　小川孝雄　安部一紀
太⽥信知　深井穫博　蒲池世史郎:途上国での
口腔保健専⾨家養成コースにおける受講⽣の教
育効果〜⽇本人講師とネパール人現地講師を比
較して,第10回⽇本健康教育学会,2001年9⽉
23⽇(⽇),神⼾市(⽇本健康教育学会誌,Vol.9,
Suppl,196-197,2001.)

56)白⽥千代⼦,中村修一,深井穫博,小川孝
雄:途上国における住⺠自⽴型地域⻭科保健活
動−現地のマザー・ヘルス・ボランテイアとの
連携−,第50回⽇本口腔衛⽣学会,2001年9⽉
29⽇,名古屋市,(口腔衛⽣学会雑誌,VOL.51,
NO.4,460-461,2001.)

57)深井穫博,眞木吉信,⾼江洲義矩:⻭科衛⽣
⼠学校新入⽣の口腔保健にかかわる認知と⾏
動,第50回⽇本口腔衛⽣学会, 2001年9⽉29⽇,
名古屋市,(口腔衛⽣学会雑誌,VOL.51,NO.4,
482-483,2001.)

58)矢野裕⼦,深井穫博,松岡奈保⼦,重⽥幸司
郎,中村修一,小川孝雄:途上国における学校
⻭科保健の展開,第16回⽇本国際保健医療学会,
2001年10⽉7⽇(⽇),東京,(国際保健医療,
vol.16増刊号,121,2001.)

59)小川孝雄,中村修一,深井穫博,駒井伸也,
満⽥隆之,矢野裕⼦:ネパールにおける口腔疾
患−DMFT,CPITNの10年間の変化−,第16
回⽇本国際保健医療学会, 2001年10⽉7⽇(⽇),
東京,(国際保健医療,vol.16増刊号,123,2001.)

60)沼口麗⼦,蒲池世史郎,中村修一,深井穫博,
矢野裕⼦,小原真和,小川孝雄,小宮愛恵:途
上国におけるヘルスワーカーへの⻭科検診ト
レーニングおよびその評価,第16回⽇本国際保
健医療学会,2001年10⽉7⽇(⽇),東京,(国
際保健医療,vol.16増刊号,122,2001.)

61)小宮愛恵,矢野裕⼦,蒲池世史郎,深井穫博,
坪⽥　眞,安部一紀,小川孝雄,中村修一:途
上国におけるヘルスワーカー養成プログラム−
受講⽣の認識および受講後の自⽴過程,第16回
⽇本国際保健医療学会,2001年10⽉7⽇(⽇),
東京, (国際保健医療,vol.16増刊号,56,2001.)

62)小⼭　修,奥野ひろみ,安部一紀,小宮愛恵,
深井穫博,小川孝雄,中村修一:ネパール⼥性
の出産・育児に関する研究−カトマンズ近郊農
村部の既婚⼥性の調査から,第16回⽇本国際保
健医療学会,2001年10⽉7⽇(⽇),東京,(国
際保健医療,vol.16増刊号,72,2001.)

63)奥野ひろみ,中村修一,小⼭　修,深井穫博,
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安部一紀,小川孝雄,蒲池世史郎:カトマンズ
近郊農村部における10代若者の疾病罹患状況と
保健⾏動,第16回⽇本国際保健医療学会,2001
年 10⽉ 7⽇(⽇),東京,(国際保健医療,
vol.16増刊号,126,2001.)

64)安部一紀,白⽥千代⼦,矢野裕⼦,深井穫博,
中村修一,小川孝雄:ネパール王国テチョー村
における⽣活の変化と⻭科保健医療協⼒活動へ
の影響−過去10年間の調査から−,第16回⽇
本国際保健医療学会,2001年 10⽉ 7⽇(⽇),
東京,(国際保健医療,vol.16 増刊号,124,2001.)

65)伊吹直⼦,徳永一充,太⽥信知,小川孝雄,
中村修一,深井穫博,⼤野秀夫,平居⼣紀⼦:
ネパールにおける⻭科診療協⼒の現状,第16回
⽇本国際保健医療学会,2001年10⽉7⽇(⽇),
東京,(国際保健医療,vol.16増刊号,125,2001.)

2002年
66)吉野浩一,深井穫博,松久保　隆,⾼江洲義
矩:喫煙習慣および口腔保健⾏動と⻭の喪失と
の関連について,第 273回東京⻭科⼤学学会,
2002年6⽉1⽇(⼟),千葉(⻭科学報,VOL.102,
553,2002.)

67)麻⽣　弘,⼤野秀夫,深井穫博,梁瀬智⼦,
中村修一:ネパール⻭科医療協⼒会の活動−学
校⻭科保健について−,第40回⽇本小児⻭科学
会,2002年6⽉6⽇(木),千葉(小児⻭科学雑
誌,VOL.40,363,2002.)

68)⾦⽥清⾹,⽴⼭加代,⾼橋淑⼦,加藤由記,
石丸千絵,伊吹直⼦,坪⽥　真,深井穫博,中
村修一:学校⻭科保健におけるchildren to chil-
drenの試み,第 17回⽇本国際保健医療学会,
2002年 8⽉ 1⽇(木),神⼾(国際保健医療,
VOL.17増刊号,192,2002.)

69)伊吹直⼦,小原真和,深井穫博,中村修一,
小宮愛恵:途上国で学校教師が⻭科検診をする
ことは可能か,第17回⽇本国際保健医療学会,
2002年 8⽉ 1⽇(木),神⼾(国際保健医療,
VOL.17増刊号,193,2002.)

70)奥野ひろみ,中村修一,小⼭　修,深井穫博,
安部一紀:ネパール王国カトマンズ近郊農村で

の⺟⼦保健の取り組み,第17回⽇本国際保健医
療学会,2002年8⽉1⽇(木),神⼾(国際保健
医療,VOL.17増刊号,196,2002.)

71)中村修一,深井穫博,小川孝雄,徳永一充:
ネパールにおける⻭科保健医療協⼒13年の活動
と評価,第 17回⽇本国際保健医療学会,2002
年8⽉1⽇(木),神⼾(国際保健医療,VOL.17
増刊号,213,2002.)

72)深井穫博,矢野裕⼦,満⽥隆之,駒井伸也,
中村修一:ネパールにおける口腔保健専⾨家の
組織づくり,第 17回⽇本国際保健医療学会,
2002年 8⽉ 1⽇(木),神⼾(国際保健医療,
VOL.17増刊号,214,2002.)

73)坪⽥　真,蒲池世史郎,矢野裕⼦,深井穫博,
中村修一:途上国における口腔保健専⾨家養成
カリキュラムの評価,第17回⽇本国際保健医療
学会,2002年8⽉1⽇(木),神⼾(国際保健医
療,VOL.17増刊号,215,2002.)

74)安部一紀,増⽥美恵⼦,沼口麗⼦,深井穫博,
中村修一:⻭科保健教育従事者に対する⾷教育
活動の一事例,第11回⽇本健康教育学会,2002
年8⽉24⽇(⼟),東京(⽇本健康教育学会雑
誌,VOL.10(Suppl),124-125,2002.)

75)中村修一,松岡奈保⼦,小宮愛恵,深井穫博,
安部一紀:途上国における健康教育の段階的開
発−ネパールでの⻭科保健医療協⼒ 13年の経
過−,第11回⽇本健康教育学会,2002年8⽉24
⽇(⼟),東京(⽇本健康教育学会雑誌,
VOL.10(Suppl),126-127,2002.)

76)矢野裕⼦,深井穫博,仙波伊知郎,藤原愛⼦,
中村修一,安部一紀:途上国における学校⻭科
保健の開発,第 11回⽇本健康教育学会,2002
年8⽉24⽇(⼟),東京(⽇本健康教育学会雑
誌,VOL.10(Suppl),126-127,2002.)

77)鈴木基之,深井穫博:国際協⼒活動を⾏うN
GOの活動状況について,第51回⽇本口腔衛⽣
学会,2002年9⽉13⽇(⾦),⼤阪(口腔衛⽣
学会雑誌,VOL.52,No.4,428-429,2002.)

78)深井穫博,⾼江洲義矩:成人男性の⻭科受
診・受療に関連する要因,第51回⽇本口腔衛⽣
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学会,2002年9⽉13⽇(⾦),⼤阪(口腔衛⽣
学会雑誌,VOL.52,No.4,476-477,2002.)

79)白⽥千代⼦,深井穫博,中村修一,太⽥信知,
小川孝雄:途上国における現地マザー･ヘルス･
ボランティアによる口腔保健活動,第51回⽇本
口腔衛⽣学会,2002年 9⽉ 13⽇(⾦),⼤阪
(口腔衛⽣学会雑誌,VOL.52,No.4,628-629,
2002.)

80)深井穫博,三木昭代,藤野悦男,岡　　宏:
埼⽟県における幼稚園・保育所など施設での
フッ化物洗口事業,第61回⽇本公衆衛⽣学会,
2002年10⽉24⽇(木),埼⽟(⽇本公衆衛⽣雑
誌,VOL.49,No.10,819,2002.)

81)三木昭代,⼭口直彦,深井穫博,望⽉　司,
岡　　宏:老人保健法に基づく｢⻭周疾患検診｣
後の個別指導管理,第61回⽇本公衆衛⽣学会,
2002年10⽉24⽇(木),埼⽟(⽇本公衆衛⽣雑
誌,VOL.49,No.10,824,2002.)

2003年
82)麻⽣　弘,⼤野秀夫,深井穫博,梁瀬智⼦,
中村修一:ネパール⻭科医療協⼒会の学校保健
活動　第16次隊の活動を中心に,第41回⽇本
小児⻭科学会,2003年 5⽉ 30⽇(⾦),新潟
(小児⻭科学雑誌,Vol.41,No.2,414,2003.)

83)中村修一,深井穫博,安部一紀,蒲池世史郎,
小宮愛恵:国際保健医療協⼒における途上国の
健康教育開発,第12回⽇本健康教育学会,2003
年6⽉27⽇(⾦),沖縄(⽇本健康教育学会誌,
Vol.11,124-125,2003.)

84)深井穫博,中村修一,安部一紀,矢野裕⼦,
松岡奈保⼦:学校⻭科保健におけるヘルスプロ
モーションの展開　ネパールでの事例から,第
12回⽇本健康教育学会,2003年6⽉27⽇(⾦),
沖縄(⽇本健康教育学会誌,Vol.11,118-119,
2003.)

85)佐々木　健(北海道苫小牧保健所),安藤雄
一, 筒井昭仁,藤好未陶,中村譲治,松岡奈
保⼦,深井穫博,文元基宝,岸　洋志,石濱信
之: ヘルスプロモーション自由集会に参加し
た本学会員は質的調査研究をどのように捉えて

いるか,第52回口腔衛⽣学会,2003年9⽉26⽇
(⾦),北九州市(口腔衛⽣学会雑誌,Vol.53,No.4,
423,2003.)

86)白⽥千代⼦,深井穫博,中村修一:途上国に
おける住⺠自⽴型地域⻭科保健活動　現地マ
ザー・ヘルス・ボランティアによる地域⻭科保
健,第52回口腔衛⽣学会,2003年9⽉26⽇(⾦),
北九州市(口腔衛⽣学会雑誌,Vol.53,No.4,424,
2003.)

87)深井穫博,吉野浩一,⾼江洲義矩:職域にお
ける成人集団の口腔保健に関する選好分析,第
52回口腔衛⽣学会,2003年9⽉26⽇(⾦),北
九州市(口腔衛⽣学会雑誌,Vol.53,No.4,437,
2003.)

88)鶴本明久,深井穫博,安藤雄一,川口陽⼦,
⾼江洲義矩:フッ化物洗口プログラム普及に関
する構造モデル,第 52回口腔衛⽣学会,2003
年9⽉26⽇(⾦),北九州市(口腔衛⽣学会雑
誌,Vol.53,No.4,481,2003.)

89)⼤⼭　篤,安藤雄一,青⼭　旬,⻑⽥　斉,
豊島義博,野村義明,深井穫博,⼭⽥善裕,秋
本和宏,相⽥　潤,斎藤健志,⾼徳幸男,岩瀬
達雄,佐々木　健,⼤石憲一:「地域⻭科保健
データバンク」構築の試み,第52回口腔衛⽣学
会,2003年9⽉26⽇(⾦),北九州市(口腔衛
⽣学会雑誌,Vol.53,No.4,513,2003.)

90)深井穫博:⻭科保健医療を中心としたNGO
の国際協⼒,第 18回⽇本国際保健医療学会,
2003年10⽉11⽇(⼟),福岡(⽇本熱帯医学会
雑誌,Vol.31増刊),(国際保健医療増刊号,18,
143,2003.)

91)矢野裕⼦,深井穫博,中村修一,安部一紀,
藤⽥孝一,増⽥美恵⼦:途上国における学校⻭
科保健開発とその評価,第18回⽇本国際保健医
療学会,2003年10⽉11⽇(⼟),福岡(⽇本熱
帯医学会雑誌,Vol.31増刊),(国際保健医療増
刊号18,176,2003.)

92)奥野ひろみ,中村修一,深井穫博,安部一
紀:ネパール王国ダパケル村における⺟⼦保健
活動,第 18回⽇本国際保健医療学会,2003年
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10⽉ 11⽇(⼟),福岡(⽇本熱帯医学会雑誌,
Vol.31増刊),(国際保健医療増刊号,18,180,
2003.)

93)⻄野宇信,小川孝雄,⼤野秀夫,中村修一,
深井穫博,仙波伊知郎,太⽥信知:ネパールに
おける口腔清掃状況(OHI-S)⻭垢・⻭石は10
年間で減少したか,第18回⽇本国際保健医療学
会,2003年10⽉11⽇(⼟),福岡(⽇本熱帯医
学会雑誌,Vol.31増刊),(国際保健医療増刊号18,
237,2003.)

94)坪⽥　真,中村修一,深井穫博,小川孝雄,
⼤野秀夫,徳永一充:ネパール王国テチョー村
における⻭科治療の展開と評価,第18回⽇本国
際保健医療学会,2003年10⽉11⽇(⼟),(⽇
本熱帯医学会雑誌,Vol.31増刊),福岡(国際保
健医療増刊号,18,238,2003.)

95)安部一紀,中村修一,深井穫博,奥野ひろみ,
小⼭　修,白⽥千代⼦:ネパール王国における
地域⻭科保健開発のための⾷と⽣活調査,第18
回⽇本国際保健医療学会,2003年 10⽉ 11⽇
(⼟),福岡(⽇本熱帯医学会雑誌,Vol.31増刊),
(国際保健医療増刊号18,239,2003.)

96)森　　淳,中村修一,深井穫博,蒲池世史郎,
安部一紀,徳永一充,樋口　惣:ネパールにお
ける口腔保健専⾨家の養成　意識調査からみた
新規地域における養成のあり⽅,第18回⽇本国
際保健医療学会,2003年10⽉11⽇(⼟),福岡
(⽇本熱帯医学会雑誌,Vol.31増刊),(国際保健
医療,18,270,2003.)

2004年
97) Fukai, K., Yoshino, K., Yakiguchi, T. and

Takaesu, Y.: Dental patient preferences and
choice in clinical decision-making, 82th General
Session of the IADR, March 10-13, 2004, Honolu-
lu, USA(J Dent Res, Vol.83 Special Issue, 2004.)

98)⼤野秀夫,麻⽣　弘,松岡奈保⼦,平出吉範,
志賀和⼦,藤⽥孝一,深井穫博,中村修一:ネ
パールにおける国際医療協⼒　⺟⼦保健活動に
ついて,第42回⽇本小児⻭科学会,2004年5⽉
21⽇(⾦),福岡市(小児⻭科学雑誌,Vol.42,No.2,

328,2004.)
99)矢野裕⼦,平出園⼦,深井穫博,中村修一,
三浦喜久雄,角⽥収司:ネパールでの⻭科医療
協⼒における学校⻭科保健の変遷とその評価,
第13回⽇本健康教育学会, 2004年6⽉4⽇(⾦),
栃木市(⽇本健康教育学会誌,Vol.12,254-255,
2004.)

100)蓮池世史郎,中村修一,深井穫博,奥野ひ
ろみ:途上国の⻭科保健人材育成　自発的健
康教育カリキュラムの開発,第13回⽇本健康
教育学会,2004年6⽉5⽇(⼟),栃木市(⽇
本健康教育学会誌,Vol.12,266-267,2004.)

101)松岡順⼦,荒井郷⼦,深井穫博:⻭科医院
における成人患者の⻭みがき指導に対する認
識,第 19回⽇本保健医療⾏動科学会⼤会,
2004年6⽉27⽇(⽇),東京

102)白⽥千代⼦,深井穫博,中村修一:途上国
の⺟⼦保健における口腔保健の展開,第53回
口腔衛⽣学会, 2004年9⽉18⽇(⼟),盛岡市
(口腔衛⽣学会誌,Vol.54,No.4,365,2004.)

103)深井穫博,安藤雄一,瀧口　徹,⾼江洲義
矩:⽇常の診療における⻭科医師と患者のコ
ミュニケーション,第 53回口腔衛⽣学会,
2004年9⽉18⽇(⼟),盛岡市(⽇本口腔衛⽣
学会誌,Vol.54,No.4,366,2004.)

104)安藤雄一,深井穫博,青⼭　旬,尾崎哲則,
宮武光吉:⻭科診療室における予防処置およ
び専⾨的口腔ケアの実施状況に関する全国実
態調査,第53回口腔衛⽣学会,2004年9⽉18
⽇(⼟),盛岡市(⽇本口腔衛⽣学会誌,Vol.54,
No.4,368,2004.)

105)⾼澤みどり,⾦⼦直美,⻑野⾼志,安藤雄
一,深井穫博:一地域の⻭科医師を対象とし
たフッ化物応用の実態と望ましい応用形態に
関する調査,第 53回口腔衛⽣学会,2004年 9
⽉18⽇(⼟),盛岡市(⽇本口腔衛⽣学会誌,
Vol.54,No.4,421,2004.)

106)瀧口　徹,深井穫博,安藤雄一,杉原直樹,
⼤原里⼦,⾼柳篤史,吉野浩一,石川清⼦:
医⻭学研究における各種統計分布の出現頻度
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およびモデル解析法の使用状況の年代変遷,
第 53回口腔衛⽣学会, 2004年 9⽉ 18⽇(⼟),
盛岡市(口腔衛⽣学会誌,Vol.54,No.4,492,
2004.)

107)奥野ひろみ,白⽥千代⼦,⼤野秀夫,深井
穫博,中村修一:ネパール・ダパケル村にお
ける⺟⼦保健活動の中間報告と課題,第19回
⽇本国際保健医療学会, 2004年10⽉9⽇(⼟),
東京,(国際保健医療,Vol.19,186,2004.)

108)安部一紀,奥野ひろみ,⻄野宇信,深井穫
博,中村修一:カトマンズ近郊農村の⽣活実
態の変容,第 19回⽇本国際保健医療学会,
2004年10⽉9⽇(⼟),東京,(国際保健医療,
Vol.19,187,2004.)

109)平出園⼦,矢野裕⼦,⻄野宇信,深井穫博,
中村修一:学校⻭科保健は地域保健開発を担
う,第19回⽇本国際保健医療学会,2004年10
⽉9⽇(⼟),東京,(国際保健医療,Vol.19,188,
2004.)

110)駒井伸也,小川孝雄,徳永一充,アミッ
ト・カナル,志賀和⼦,深井穫博,中村修
一:ネパールでの⻭科診療協⼒15年⽬の転換,
第19回⽇本国際保健医療学会,2004年10⽉9
⽇(⼟),東京,(国際保健医療,Vol.19,189,2004.)

111)松岡奈保⼦,中村修一,安部一紀,加藤由
記,駒井伸也,奥野ひろみ,深井穫博:健康
観調査の10年間の推移,第19回⽇本国際保健
医療学会,2004年10⽉9⽇(⼟),東京,(国
際保健医療,Vol.19,190,2004.)

112)藤⽥孝一,蓮池世史郎,鶴屋誠人,⻄野宇
信,深井穫博,中村修一,奥野ひろみ:地域
⻭科保健開発と人材育成,第19回⽇本国際保
健医療学会,2004年 10⽉ 9⽇(⼟),東京,
(国際保健医療,Vol.19,191,2004.)

113)坪⽥　真,深井穫博,矢野裕⼦,小原真和,
小⼭　修,中村修一:途上国における地域保
健開発を妨げるもの,第19回⽇本国際保健医
療学会,2004年10⽉9⽇(⼟),東京,(国際
保健医療,Vol.19,192,2004.)

114)古川清⾹,中村修一,⽴⼭加代,小⼭　修,

奥野ひろみ,安部一紀,深井穫博:NGO国際
⻭科保健協⼒に参加した新人の意識調査,第
19回⽇本国際保健医療学会,2004年10⽉9⽇
(⼟),東京,(国際保健医療,Vol.19,193,2004.)

2005年
115)K. Fukai, K. Yoshino, T. Takiguchi, Y. Takae-

su: Preferences and Choice of Regular Dental
Attenders Using Utility Measurement, Interna-
tional Association for Dental Research, 2005年
3⽉11⽇(⾦),Baltimore, USA.

116)麻⽣　弘,⼤野秀夫,浜⽥晶⼦,石丸知絵,
平出吉範,藤⽥孝一,志賀和⼦,深井穫博,
中村修一:ネパール⻭科医療協⼒会の活動
⺟⼦⻭科保健について,第43回⽇本小児⻭科
学会,2005年5⽉26⽇(木),仙台(小児⻭科
学雑誌,Vol.43,No.2,281,2005.)

117)荒井郷⼦,松岡順⼦,深井穫博:「難しい
患者」に対する⻭科衛⽣⼠の認識,第20回⽇
本保健医療⾏動科学会⼤会,2005年6⽉26⽇
(⽇),東京

118)松岡順⼦,荒井郷⼦,深井穫博:⻭科保健
指導における「難しい患者」とのコミュニ
ケーション,第20回⽇本保健医療⾏動科学会
⼤会,2005年6⽉26⽇(⽇),東京

119)根本規予⼦,深井穫博,坪⽥　真,中村修
一:ネパールにおける⻭科保健協⼒で何が変
わったか,第 16回⻭科保健医療国際協⼒
(JAICOH)学会,2005年7⽉3⽇(⽇),東京

120)志賀和⼦,⼤野秀夫,駒井伸也,深井穫博,
中村修一:ネパール⻭科医療協⼒会の⻭科診
療システムの変遷,第16回⻭科保健医療国際
協⼒(JAICOH)学会,2005年7⽉3⽇(⽇),
東京

121)蒲池世史郎,深井穫博,奥野ひろみ,中村
修一:途上国の⻭科保健人材育成　自発的健
康教育カリキュラムの実施評価,第14回⽇本
健康教育学会,2005年 8⽉ 27⽇(⼟),福岡
(⽇本健康教育学会誌,Vol.13,Suppl.216-217,
2005.)

122)深井穫博,加藤由記,矢野裕⼦,白⽥千代
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⼦,中村修一:途上国における学校⻭科保健
とヘルスプロモーション,第14回⽇本健康教
育学会,2005年8⽉27⽇(⼟),福岡(⽇本健
康教育学会誌,Vol.13　Suppl.256,2005.)

123)白⽥千代⼦,⼤野秀夫,深井穫博,中村修
一:ネパールの都市近郊部における⺟⼦⻭科
保健のアプローチ,第54回⽇本口腔衛⽣学会,
2005年10⽉7⽇(⾦),東京(口腔衛⽣学会雑
誌,vol.55,No.4,399,2005.)

124)Yoshino, K., Fukai, K., Matsukubo, T., Takae-
su, Y .: Relationship between oral health behav-
iors and oral condition(Ten year cohort study
in adult),第 54回⽇本口腔衛⽣学会,2005年
10⽉ 7⽇(⾦),東京(口腔衛⽣学会雑誌vol.
55, No.4, 427, 2005)

125)深井穫博,吉野浩一,⾼江洲義矩: Stan-
dard Gambleで評価した⻭の選好ウエイトと患
者満⾜度との関係,第54回⽇本口腔衛⽣学会,
2005年10⽉7⽇(⾦),東京(口腔衛⽣学会雑
誌Vol. 55, No.4, 428, 2005)

126)安藤雄一,瀧口　徹,深井穫博:フッ化物
洗口・家庭応用法の⻭科医院における指導に
関する全国実態調査,第54回⽇本口腔衛⽣学
会,2005年10⽉7⽇(⾦),東京(口腔衛⽣学
会雑誌Vol.55, No.1, 22-31, 2005)

127)矢野裕⼦,深井穫博,加藤由記,蓮池世史
郎,中村修一:口腔保健⾏動を中心とした学
校⻭科保健の評価,第20回⽇本国際保健医療
学会,2005年11⽉5⽇(⼟),東京(国際保健
医療 Vol.20 Suppl. 84, 2005)

128)奥野ひろみ,安部一紀,⼤野秀夫,中村修
一,深井穫博:ネパール・カトマンズ近郊で
の⺟⼦保健活動,第20回⽇本国際保健医療学
会,2005年11⽉5⽇(⼟),東京(国際保健医
療 Vol.20 Suppl. 95, 2005)

129)駒井伸也,蓮池世史郎,藤⽥幸一,鶴屋誠
人,深井穫博,中村修一:地域⻭科保健開発
における口腔保健専⾨家の養成−12才児の⻭
科検診トレーニング−,第20回⽇本国際保健
医療学会,2005年11⽉5⽇(⼟),東京(国際

保健医療 Vol.20 Suppl. 162, 2005)
130)坪⽥　真,深井穫博,⻄野宇信,蓮池世史
郎,矢野裕⼦,中村修一:途上国における地
域保健開発の展開,第3回⽇本ヘルスプロモー
ション学会,2005年11⽉20⽇(⽇),北九州

131)麻⽣　弘,⼤野秀夫,駒井伸也,徳永一充,
平出吉範,深井穫博,中村修一:途上国での
ヘルスプロモーションを取り入れた⻭科診療
システムの開発,第 3回⽇本ヘルスプロモー
ション学会,2005年11⽉20⽇(⽇),北九州

132)松岡奈保⼦,⼤野秀夫,奥野ひろみ,深井
穫博,安部一紀,蓮池世史郎,中村修一:途
上国での⺟⼦保健とヘルスプロモーション、
第 3回⽇本ヘルスプロモーション学会,2005
年11⽉20⽇(⽇),北九州

2006年
133)⻄野宇信,KhanalAmit,深井穫博,安部一
紀,中村修一:途上国での国際⻭科保健医療
開発17年間のあゆみ,九州⻭科学会雑誌,60,
77,2006.(第 66回九州⻭科学会総会,福岡,
平成18年5⽉21⽇)

134)麻⽣　弘,⼤野秀夫,平出吉範,松岡奈保
⼦,志賀和⼦,藤⽥孝一,深井穫博,中村修
一:ネパール⻭科医療協⼒会の活動　⻭科診
療システムの変遷,小児⻭科学雑誌,44,304,
2006.(第44回⽇本小児⻭科学会,松本,平成
18年5⽉26⽇)

135)矢野裕⼦,深井穫博,蒲池世史郎,平出園
⼦,中村修一:途上国における学校⻭科保健
の口腔保健⾏動を中心とした評価,⽇本健康
教育学会誌,14(Suppl) 156-157,2006.(第
15回⽇本健康教育学会,東京,平成18年6⽉
24⽇)

136)蒲池世史郎,矢野裕⼦,平出園⼦,加藤由
記,深井穫博,中村修一:ネパールにおける
口腔保健専⾨家養成プログラムの12年間の評
価,⽇本健康教育学会誌,14(Suppl),154-155,
2006.(第15回⽇本健康教育学会,東京,平成
18年6⽉24⽇)

137)Fukai, K., Yoshino, K., Sugihara, N., Takaesu,



Y. : The relationship between patient satisfac-
tion and dental health state utilities, 2006 IADR
Program Book, 116, 2006(84th General Session
& Exhibition of IADR, Brisbane, June 30, 2006)

138)深井穫博,中村修一,矢野裕⼦,平出園⼦,
小原真和,梁瀬智⼦:途上国における学校⻭
科保健の評価,第17回⻭科保健医療国際協⼒
協議会(JAICOH)総会および学術⼤会抄録集,
10,2006(第17回⻭科保健医療国際協⼒協議
会(JAICOH)総会および学術⼤会,東京,
2006年7⽉2⽇)

139)中村修一,深井穫博,平出園⼦,隅⽥実希,
梁瀬智⼦:国際⻭科保健の講義を通して、⻭
科学⽣はどのように反応するか第17回⻭科保
健医療国際協⼒協議会(JAICOH)総会および
学術⼤会抄録集,16,2006(第17回⻭科保健
医療国際協⼒協議会(JAICOH)総会および学
術⼤会,東京,2006年7⽉2⽇)

140)深井穫博,吉野浩一,瀧口　徹,⾼江洲義
矩:Standard Gambleを用いた⻭の健康状態の
選好ウエイト評価信頼性の検討,口腔衛⽣学
会雑誌,56,523,2006.(第55回⽇本口腔衛⽣
学会,⼤阪,平成18年10⽉7⽇)

141)深井穫博,矢野裕⼦,中村修一,蒲池世史
郎:途上国における学校⻭科保健の成果に影
響を及ぼす因⼦,国際保健医療,44(Suppl),206,
2006.(第 21回⽇本国際保健医療学会,⻑崎,
平成18年10⽉13⽇)

142)蒲池世史郎,中村修一,矢野裕⼦,平出園
⼦,安部一紀,深井穫博:途上国における口
腔保健専⾨家養成プログラムの問題点と課題,
国際保健医療,44(Suppl),207,2006.(第21
回⽇本国際保健医療学会,⻑崎,平成18年10
⽉13⽇)

143)安部一紀,中村修一,奥野ひろみ,深井穫
博:ネパール王国カトマンズ郊外の農村の離
乳⾷の実態,国際保健医療,44(Suppl),207,
2006.(第 21回⽇本国際保健医療学会,⻑崎,
平成18年10⽉13⽇)

144)Khanal, A., Nakamura, S., Fukai, K. : Commu-

nity-based oral health promotion in developing
countries, 7th Congress of Asian Academy of
Preventive Dentistry Abstract book, 45, 2006
(7th Congress of Asian Academy of Preventive
Dentistry, Okayama, Dec 1, 2006)

2007年
145)安藤雄一, 深井穫博: 20〜 50歳代成人にお
ける咀嚼の自己評価と社会経済要因　ネット
リサーチによる全国調査(第18回⽇本咀嚼学
会学術⼤会2007/8/25〜8/26, ⼤阪)

146)奥野 ひろみ,安部一紀,⼤野秀夫,深井穫
博,中村修一:ネパール,カトマンズ近郊農
村部での乳児体重測定と幼児口腔内チェック
プログラム(第22回⽇本国際保健医療学会総
会2007/10/7〜10/8,⼤阪)

147)深井穫博,中村修一,蒲池世史郎,麻⽣
弘,矢野裕⼦:途上国における⻭科患者の
ニーズ (第 22回⽇本国際保健医療学会総会
2007/10/7〜10/8,⼤阪)

148)坪⽥　真,深井穫博,蒲池世史郎,安部一
紀,奥野ひろみ,中村修一:途上国における
学童期のう蝕予防と早期治療への取り組み
(第22回⽇本国際保健医療学会総会2007/10/7
〜10/8,⼤阪)

149)蒲池世史郎,中村修一,深井穫博,矢野裕
⼦:ネパールにおける口腔保健専⾨家養成プ
ログラムの推移とその評価(第22回⽇本国際
保健医療学会総会2007/10/7〜10/8,⼤阪)

150)中村修一,深井穫博,白⽥千代⼦,梁瀬智
⼦,楢崎正⼦,小原眞和:途上国での⻭科保
健活動・能動因⼦と受動因⼦(第18回⻭科保
健医療国際協⼒協議会(JAICOH)学術集会
2007年7⽉1⽇東京)

151)深井穫博,中村修一,小原真和,麻⽣　弘,
梁瀬智⼦,楢崎正⼦:途上国における⻭科診
療を通した国際協⼒(第18回⻭科保健医療国
際協⼒協議会(JAICOH)学術集会2007年7⽉
1⽇東京)

152)麻⽣　弘,⼤野秀夫,平出吉範,志賀和⼦,
深井穫博,中村修一:ネパール⻭科医療協⼒
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会の活動　ネパール人⻭科医師によるネパー
ル人のための⻭科保健医療活動の支援(第45
回⽇本小児⻭科学会2007年7⽉20⽇21⽇,東
京)小児⻭科学雑誌,45(2),294,2007.

153)⼤野秀夫,石丸知絵,⼤森佳奈,中村修一,
麻⽣　弘,深井穫博:ネパール⻭科医療協⼒
会の活動　メディカルケアとヘルスケアの視
点から資源配分を考える,小児⻭科学雑誌, 45
(1),191,2007.

154)⼤野秀夫,石丸知絵,中村修一,麻⽣　弘,
深井穫博:ネパール⻭科医療協⼒会の活動
ネパール農村の近代化にともなう乳児の口腔
保健と離乳⾷の問題,小児⻭科学雑誌,45(1),
2007.

155)安藤雄一,深井穫博,星　佳芳,花⽥信
弘:⻭科保健⾏動と社会経済要因の関連
ネットリサーチを用いた全国調査:⽇本公衆
衛⽣学会第66回総会抄録集,568-569,2007.

156)深井穫博,吉野浩一,⾼江洲義矩: Stan-
dard Gambleで評価した⻭の健康状態の選好ウ
エイトとその年齢特性,口腔衛⽣学会雑誌,
57(4),503,2007.(第56回⽇本口腔衛⽣学会,
東京,平成19年10⽉5⽇)

157)⾼澤みどり,藤⽥美由紀,⾦⼦直美,⻑野
⾼志,安藤雄一,深井穫博:一地域の⻭科医
師を対象としたフッ化物応用の実態と望まし
い応用形態等に関する調査(第2報)3年間の
変化,口腔衛⽣学会雑誌,57(4),479,2007.
(第56回⽇本口腔衛⽣学会,東京,平成19年
10⽉4⽇)

158)安藤雄一,相⽥　潤,深井穫博,星　佳芳,
花⽥信弘:ネットリサーチを用いたフッ化物
利用に関する全国意識調査,口腔衛⽣学会雑
誌,57(4),478,2007.(第56回⽇本口腔衛⽣
学会,東京,平成19年10⽉4⽇)

159)文元基宝,安藤雄一,⼤持　充,鶴本明久,
中村譲治,深井穫博,藤木省三:臨床予防⻭
科を再考する,口腔衛⽣学会雑誌,57(4),356,
2007.(第56回⽇本口腔衛⽣学会,東京,平成
19年10⽉3⽇)

2008年
160)⻄野宇信,アミット・カナル,深井穫博,
安部一紀,中村修一:途上国での国際⻭科医
療協⼒−10年間の変化,第68回九州⻭科学会
総会,北九州市,2008年

161)⼤野秀夫,麻⽣　弘,平出吉範,志賀和⼦,
深井穫博,中村修一:ネパール⻭科医療協⼒
会の活動〜テ⻭科患者のニーズについて〜,
第46回⽇本小児⻭科学会⼤会,2008年

162)深井穫博,瀧口　徹,佐々木英忠:15年間
コホート調査における⻭の保存状態および義
⻭装着の有無と⽣命予後との関連性,第25回
⽇本老年医学会総会,横浜市,2008年 6⽉ 19
⽇

163)深井穫博,中村修一,矢野裕⼦,坪⽥　真,
蒲池世史郎:ネパールにおける学童の口腔保
健⾏動と学校⻭科保健プログラムの評価,第
17回⽇本健康教育学会,2008年6⽉22⽇

164) Fukai, K., Takiguchi, T., Ando, Y., Sasaki,
H.: Tooth number and physical complaints in
a 15-year cohort study, 86th General Session &
Exhibition of IADR, Toronto, 3 July, 2008.

165)矢野裕⼦,深井穫博,小原真和,中村修一,
麻⽣　弘,白⽥千代⼦:地域⻭科保健開発と
現地用テキストブックの出版,第19回⻭科保
健医療国際協⼒協議会(JAICOH)総会および
学術集会,昭和⼤学⻭科病院臨床講堂,東京
都,2008年7⽉13⽇(第19回⻭科保健医療国
際協⼒協議会学術集会抄録集,17⾴,2008.)

166)小原真和,⻄野宇信,深井穫博,中村修一,
鶴屋誠人:途上国での⻭科医療協⼒問題点と
展望(過去のデータ分析で診療内容の変化な
ど),第 19回⻭科保健医療国際協⼒協議会
(JAICOH)総会および学術集会,昭和⼤学⻭
科病院臨床講堂,東京都,2008年 7⽉ 13⽇
(第19回⻭科保健医療国際協⼒協議会学術集会
抄録集,19⾴,2008.)

167)中村修一,深井穫博,小原真和,⼤野秀夫,
楢崎正⼦,梁瀬智⼦:20周年を迎えたネパー
ルでの活動を評価する,第19回⻭科保健医療
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国際協⼒協議会(JAICOH)総会および学術集
会,昭和⼤学⻭科病院臨床講堂,東京都,
2008年7⽉13⽇(第19回⻭科保健医療国際協
⼒協議会学術集会抄録集,20⾴,2008.)

168)深井穫博:次の「健康⽇本21」への⾏動科
学からのアプローチ,第57回⽇本口腔衛⽣学
会自由集会,さいたま市,2008年10⽉2⽇

169)相⽥　潤,深井穫博,安藤雄一,⼤原里⼦,
森岡俊介,⼭崎芳昭,池主憲夫:質問紙を中
心とした成人⻭科健診−⻭科医師による口腔
診査結果との関連性−,第57回⽇本口腔衛⽣
学会,さいたま市,2008年10⽉4⽇(口腔衛
⽣学会雑誌,58(4),401,2008.)

170)深井穫博,相⽥　潤,安藤雄一,⼤原里⼦,
森岡俊介,⼭崎芳昭,池主憲夫:質問紙を中
心とした成人⻭科健診−保健指導の段階的ア
プローチ−,第57回⽇本口腔衛⽣学会,さい
たま市,2008年10⽉4⽇(口腔衛⽣学会雑誌,
58(4),402,2008.)

171)安部一紀,中村修一,深井穫博,⻄野宇
信:ネパール⾸都カトマンズ近郊農村住⺠の
⽣活意識,第23回⽇本国際保健医療学会学術
⼤会,国⽴国際医療センター,新宿区,2008
年10⽉26⽇(国際保健医療第23(増刊号),175,
2008.)

172)深井穫博,中村修一,蒲池世史郎,矢野
裕,坪⽥　真:ネパールにおける⻭科患者の
咀嚼の自己評価と口腔内状態との関連,第23
回⽇本国際保健医療学会学術⼤会,国⽴国際
医療センター,新宿区,2008年10⽉26⽇(国
際保健医療第23(増刊号),175,2008.)

173)矢野裕⼦,中村修一,深井穫博,蒲池世史
郎:ネパールにおける口腔保健関連QOLを用
いた学校⻭科保健の評価,第23回⽇本国際保
健医療学会学術⼤会,国⽴国際医療センター,
新宿区,2008年10⽉26⽇(国際保健医療第23
(増刊号),176,2008.)

2009年
174)深井穫博:口腔保健と国際協⼒,第24回⽇
本国際保健医療学会東⽇本地⽅会シンポジウ

ム「国際保健における健康の創造と口腔保健」,
国⽴国際医療センター,新宿区,2009年3⽉7
⽇(第24回⽇本国際保健医療学会東⽇本地⽅
会プログラム抄録集,31⾴,2009.)

175)深井穫博:口腔保健と国際協⼒,第24回⽇
本国際保健医療学会東⽇本地⽅会(⼤会⻑
深井穫博)2009年3⽉8⽇,国⽴国際医療セン
ター(第24回⽇本国際保健医療学会東⽇本地
⽅会・プログラム抄録集,32,2009.)

176)瀧口　徹,深井穫博,平⽥幸夫:スリラン
カ国における12歳児の家庭の⽣活⽔準の指標
化,第24回⽇本国際保健医療学会東⽇本地⽅
会(⼤会⻑　深井穫博)2009年3⽉8⽇,国⽴
国際医療センター(第24回⽇本国際保健医療
学会東⽇本地⽅会・プログラム抄録集,22,
2009.)

177)矢野裕⼦,深井穫博,蒲池世史郎,中村修
一:ネパールにおける学校⻭科保健活動の評
価−5年間の経年比較から−,第18回⽇本健
康教育学会,2009年6⽉21⽇,東京⼤学(⽇
本健康教育学会, 17 Suppl.91, 2009.)

178)Fukai, K. : An evaluation of oral health pro-
motion activities in Nepal, The First Asian-
Pacific Conference on Health Promotion and
Education, July 18-20, 2009, Chiba, Japan
(APHPE Book of Abstracts, 97, 2009.)

179)深井穫博:国際保健医療協⼒における⻭科
保健・口腔保健の役割(記念講演),⻭科保健
医療国際協⼒協議会(JAICOH)第 20回学術
⼤会,2009年 7⽉ 19⽇,東京医科⻭科⼤学
(JAICOH第 20回学術⼤会プログラム・抄録
集,30-31,2009.)

180)深井穫博,瀧口　徹,佐々木英忠:15年間
コホート調査における不定愁訴と機能⻭数と
の関連性,第 51回⽇本老年医学会学術集会,
2009 年6 ⽉18〜20⽇,パシフィコ横浜(⽇本
老年医学会雑誌,46 Suppl, 40,2009.)

181)麻⽣　弘,⼤野雄夫,平出義典,志賀和⼦,
深井穫博,中村修一:ネパール⻭科医療協⼒
会の活動　〜テチョー村ヘルスプロモーショ
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ンセンターでの⻭科診療活動の終了について
〜,第 47回⽇本小児⻭科学会⼤会,2009年 5
⽉ 14〜 15⽇,⼤阪⼤学コンベンションセン
ター(小児⻭科学雑誌,47(2),326,2009.)

182)深井穫博,中村修一:ネパールにおける年
齢階級別機能⻭数及び主観的咀嚼機能とその
性差,第58回⽇本口腔衛⽣学会・総会(学会
⻑ 磯崎篤則)2009年10⽉9〜11⽇,⻑良川国
際会議場(口腔衛⽣学会雑誌,59(4),2009.)

183)⼤⼭　篤,豊島義博,杉⼭精一,渡辺　勝,
⻑⼭和枝,秋本秀俊,佐々木好幸,小⼭和泉,
深井穫博,安藤雄一,俣木志朗:初期齲蝕の
定期管理のための患者説明用ツールの作成と
評価,第58回⽇本口腔衛⽣学会・総会(学会
⻑ 磯崎篤則)2009年10⽉9〜11⽇,⻑良川国
際会議場(口腔衛⽣学会雑誌,59(4),323,2009.)

184)奥野ひろみ,深井穫博,⼤野秀夫,安部一
紀,中村修一:ネパールでの⺟⼦保健活動
NGOと⾏政との協働による活動の拡⼤,第24
回⽇本国際保健医療学会学術⼤会(会⻑　上
原鳴夫)2009年8⽉5〜6⽇,東北⼤学医学部
星陵キャンパス(第24回⽇本国際保健医療学
会学術⼤会・プログラム抄録集,国際保健医
療,24巻増刊号,138,2009.)

185)深井穫博,中村修一,蒲池世史郎,矢野裕
⼦:ネパール農村地域における⾼齢者の口腔
内状況および口腔保健関連QOL,第24回⽇本
国際保健医療学会学術⼤会(会⻑　上原鳴夫)
2009年8⽉5〜6⽇,東北⼤学医学部星陵キャ
ンパス(第24回⽇本国際保健医療学会学術⼤
会・プログラム抄録集,国際保健医療,24巻
増刊号,156,2009.)

186)安部一紀,中村修一,深井穫博,⻄野宇信,
坪⽥　真:国際保健医療協⼒における地域調
査の意義　−ネパール農村における⻭科医療
の場合−,第24回⽇本国際保健医療学会学術
⼤会(会⻑　上原鳴夫)2009年 8⽉ 5〜 6⽇,
東北⼤学医学部星陵キャンパス(第24回⽇本
国際保健医療学会学術⼤会・プログラム抄録
集,国際保健医療,24巻増刊号,157,2009.)

187)蒲池世史郎,深井穫博,奥野ひろみ,⻄野
宇信,矢野裕⼦,中村修一:ネパールにおけ
る地域⻭科保健開発−ワークショップを通し
てみた今後の支援のあり⽅,第24回⽇本国際
保健医療学会学術⼤会(会⻑ 上原鳴夫)2009
年8⽉5〜6⽇,東北⼤学医学部星陵キャンパ
ス(第24回⽇本国際保健医療学会学術⼤会・
プログラム抄録集,国際保健医療,24巻増刊
号,158,2009.)

2010年
188)麻⽣　弘,⼤野秀夫,志賀和⼦,平出吉範,
岡井有⼦,深井穫博.ネパール⻭科医療協⼒
会の活動:20年間の活動を振り返って.小児
⻭科学雑誌,48(2),297,2010-04-25

189)平⽥幸夫,瀧口　徹,カンダウダヘワ　ギ
ターニ[他],深井穫博,⼭本龍⽣.スリラン
カにおける学童の⻭科保健⾏動に影響する社
会経済的状態の簡便指標の開発.口腔衛⽣学
会雑誌,60(2),152-162,2010-04-30

190)深井穫博,中村修一,⻄野宇信,蒲池世史
郎,矢野裕⼦,アミットカナル:ネパールに
おける⾼齢者の口腔内状態および咀嚼機能,
第25回⽇本国際保健医療学会学術⼤会(⼤会
⻑　喜多悦⼦)2010年9⽉11〜12⽇,⽇本赤
⼗字九州国際看護⼤学(プログラム抄録集,
121,2010),福岡

191)矢野裕⼦,中村修一,深井穫博,蒲池世史
郎,阿部一紀,奥野ひろみ,白⽥千代⼦,ア
ミットカナル:ネパールにおける地域⻭科保
健開発と村人の健康感の変容,第25回⽇本国
際保健医療学会学術⼤会(⼤会⻑　喜多悦⼦)
2010年9⽉11〜12⽇,⽇本赤⼗字九州国際看
護⼤学(プログラム抄録集,120,2010),福
岡

192)奥野ひろみ,⼤野麻美,森　弥⽣,深井穫
博,中村修一,永森⾹織:ネパールにおける
⺟⼦健康⼿帳配布の効果,第25回⽇本国際保
健医療学会学術⼤会(⼤会⻑　喜多悦⼦)
2010年9⽉11〜12⽇,⽇本赤⼗字九州国際看
護⼤学(プログラム抄録集,109,2010),福
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岡
193)蒲池世史郎,深井穫博,矢野裕⼦,中村修
一:ネパール⼭岳地域ナウリコット村住⺠の
口腔内状況および保健⾏動,第25回⽇本国際
保健医療学会学術⼤会(⼤会⻑　喜多悦⼦)
2010年9⽉11〜12⽇,⽇本赤⼗字九州国際看
護⼤学(プログラム抄録集,119,2010),福
岡

194)深井穫博,瀧口　徹,佐々木英忠:口腔の
⽣理的老化,第52回⽇本老年医学会学術集会,
2010年6⽉24〜26⽇,神⼾(⽇本老年医学会
雑誌47, 50-51, 2010)

195)深井穫博,瀧口　徹,佐々木英忠:⻭数と
平均寿命,第 52回⽇本老年医学会学術集会,
2010年6⽉24〜26⽇,神⼾(⽇本老年医学会
雑誌47, 104, 2010)

196)安藤雄一,⼤⼭　篤,柳澤智仁,青⼭　旬,
深井穫博,⼤内章嗣:患者調査による推計患
者数の推移等⾷および補綴治療ニーズとの関
連,第59回⽇本口腔衛⽣学会・総会(学会⻑
宮崎秀夫)2010年 10⽉ 6〜 8⽇,朱鷺メッセ
(口腔衛⽣学会雑誌,60(4),469,2010),新
潟

197)⼤⼭　篤,安藤雄一,柳澤智仁,古川清⾹,
深井穫博,⼤内章嗣,青⼭　旬,⼤原里⼦,
俣木志朗:厚⽣労働統計のレコードリンケー
ジによる患者数と医療施設要因の関連の検討,
第59回⽇本口腔衛⽣学会・総会(学会⻑　宮
崎秀夫)2010年10⽉6〜8⽇,朱鷺メッセ(口
腔衛⽣学会雑誌,60(4),473,2010),新潟

198)岩本　彩,八木　稔,石川裕⼦,深井穫博,
⼤内章嗣,安藤雄一,佐藤　徹,池主憲夫:
「標準的な成人⻭科健診プログラム・保健指導
マニュアル」に基づくテスト事業の評価につ
いて,第59回⽇本口腔衛⽣学会・総会(学会
⻑　宮崎秀夫)2010年10⽉6〜8⽇,朱鷺メッ
セ(口腔衛⽣学会雑誌,60(4),367,2010),
新潟

199)若栗真太郎,深井穫博,相⽥　潤,小坂
健:在宅療養支援⻭科診療所における訪問診

療の現状と課題の検討,第59回⽇本口腔衛⽣
学会・総会(学会⻑　宮崎秀夫)2010年10⽉
6〜8⽇,朱鷺メッセ(口腔衛⽣学会雑誌,60(4),
370,2010),新潟

200)深井穫博,中村修一:ネパール⾸都近郊農
村地域における⾼齢者の機能⻭数および咀嚼
機能,第59回⽇本口腔衛⽣学会・総会(学会
⻑　宮崎秀夫)2010年10⽉6〜8⽇,朱鷺メッ
セ(口腔衛⽣学会雑誌,60(4),385,2010),
新潟

201)中村修一,深井穫博:途上国におけるヘル
スプロモーション開発過程にみる村人の健康
感の変容,⽇本ヘルスプロモーション学会
第 7回学術⼤会・総会(⼤会⻑  ⿑藤恭平)
2010年12⽉5〜6⽇,東洋⼤学朝霞キャンパス
(抄録集,41,2010),朝霞

202)Fukai, K., Takiguchi, T.,Ando, Y.,Sasaki,
H.:Masticatory dysfunction and mortality in a
15-year cohort study, IADR GENERAL SES-
SION, July 14-17 2010, Centre Convencions
Internatcional Barcelina, SPAIN 

203)増井峰夫,武井啓一,⾼野直久,吉⽥　敬,
丸⼭進一郎,福⽥雅臣,向井美惠,深井穫博,
角町正勝,矢嶋統夫,池主憲夫:⾷育推進計
画における口腔に関わる記載の状況,第69回
⽇本公衆衛⽣学会総会　2010年10⽉27⽇〜29
⽇,東京国際フォーラム,東京

204)安藤雄一,深井穫博,神崎由貴,柳澤繁孝,
塩澤光一,花⽥信弘,佐藤加代⼦.早⾷いと
咀嚼の自覚の関連:Web調査による検討.⽇
本咀嚼学会雑誌.20(2),156-157,2010-11-30

2011年
205)中村奈都美,上野尚雄,⼤⽥洋二郎,浅井
昌⼤,望⽉　亮,深井穫博,角町正勝,池主
憲夫:地域医科⻭科連携における⻭科衛⽣⼠
の意識調査(がんセンターと⽇本⻭科医師会
の連携事業アンケート結果),第8回⽇本口腔
ケア学会総会・学術⼤会　「口腔ケアのさら
なる展開とプロトコールの標準化を⽬指し
て」,2011年6⽉18⽇(⼟),19⽇(⽇),東京
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⼤学安⽥講堂・⼭上会館
206)安藤雄一,石濱信之,深井穫博:咀嚼指導
マニュアルの作成,第20回⽇本健康教育学会
学術⼤会　ウェルビーイングを考える−
オープンプラットホーム:出会いから交流へ
−,2011年6⽉25⽇〜26⽇　会場:福岡県⻭
科医師会館

207)村越由季⼦,白⽥千代⼦,深井穫博,中村
修一:ネパール⾸都近郊における⾼齢者への
⻭科保健指導について　〜⻭科衛⽣⼠の活動
として〜,第22回⻭科保健医療国際協⼒協議
会総会及び学術集会(⼤会⻑　夏⽬⻑⾨)
2011年7⽉2〜3⽇,中部国際空港セントレア
ホール(抄録集,27,2011),名古屋

208)中村修一,坪⽥　真,小原真人,村越由季
⼦,白⽥千代⼦,深井穫博:ネパールにおけ
る⻭科保健医療活動とヘルスプロモーション,
第22回⻭科保健医療国際協⼒協議会総会及び
学術集会(⼤会⻑　夏⽬⻑⾨)2011年7⽉2〜
3⽇,中部国際空港セントレアホール(抄録集,
27, 2011),名古屋

209)深井穫博,中村修一,蒲池世史郎,白⽥千
代⼦,村越由季⼦,駒井伸也,坪⽥　真,根
木規予⼦,矢野裕⼦:ネパール⾸都近郊地域
における16年間の学校⻭科保健活動とその評
価,第22回⻭科保健医療国際協⼒協議会総会
及び学術集会(⼤会⻑　夏⽬⻑⾨)2011年 7
⽉ 2〜 3⽇,中部国際空港セントレアホール
(抄録集,27, 2011),名古屋

210)安藤雄一,深井穫博,⼤⼭　篤,恒石美登
里,⽵内研時,古川清⾹,瀧口　徹,神　光
一郎,木下淳博:口腔保健における需要を考
える　Part2 〜サイエンスに基づいて将来像
を考える〜,第 60回⽇本口腔衛⽣学会総会
自由集会,⽇本⼤学松⼾⻭学部,2011年10⽉
8⽇(⼟)

211)⼤久保満男,新井誠四郎,深井穫博,宇⼭
徹,池主憲夫:8020推進財団・⽇本口腔衛⽣
学会共催シンポジウム　⻑寿社会と地域の⻭
科医療−地域の⻭科医療者は健康づくりの

キーパーソン,第60回⽇本口腔衛⽣学会,⽇
本⼤学松⼾⻭学部,2011年10⽉9⽇(⽇)

212)安藤雄一,相⽥　潤,柳沢智仁,⼤⼭　篤,
恒石美登里,深井穫博:疾病別にみた外来通
院と経済要因の関連　〜平成16年国⺠⽣活基
礎調査による分析〜,第60回⽇本口腔衛⽣学
会,⽇本⼤学松⼾⻭学部,2011年 10⽉ 10⽇
(⽉)

213)石⽥智洋,⼤⼭　篤,安藤雄一,深井穫博,
柳沢智仁,恒石美登里,古川清⾹,俣木志
郎:⻭科受診⾏動に関するWeb調査,第60回
⽇本口腔衛⽣学会,⽇本⼤学松⼾⻭学部,
2011年10⽉10⽇(⽉)

214)石川裕⼦,岩本　彩,八木　稔,深井穫博,
⼤内章嗣,安藤雄一,佐藤　徹,池主憲夫:
「標準的な成人⻭科健診プログラム・保健指導
マニュアル」に基づくテスト事業の評価　第2
報,第60回⽇本口腔衛⽣学会,⽇本⼤学松⼾
⻭学部,2011年10⽉10⽇(⽉)

215)深井穫博,中村修一,白⽥千代⼦,村越由
季⼦:ネパール⾸都近郊農村地域における⾼
齢者の主観的咀嚼障害,第60回⽇本口腔衛⽣
学会総会,⽇本⼤学松⼾⻭学部,2011年10⽉
10⽇(⽉)

216)神　光一郎,藤家恵⼦,深井穫博,⾼柳篤
史,瀧口　徹,安藤雄一:パノラマX線の根
尖状態による⻭科需要に関する検討,第60回
⽇本口腔衛⽣学会総会,⽇本⼤学松⼾⻭学部,
2011年10⽉10⽇(⽉)

217)白⽥千代⼦,村越由季⼦,志賀和⼦,深井
穫博,中村修一:ネパールナウリコット村の
⾼齢者の口腔状態と⾷⽣活,第60回⽇本口腔
衛⽣学会総会,⽇本⼤学松⼾⻭学部,2011年
10⽉10⽇(⽉)

218)小原由紀,古川清⾹,安藤雄一,木下淳博,
深井穫博,恒石美登里,⼤⼭　篤,石⽥智洋,
青⼭　旬,⼤内章嗣:⻭科診療所における⻭
科衛⽣⼠の求人状況　−⽇本⻭科医師会会員
を対象とした実態調査による分析−,第60回
⽇本口腔衛⽣学会総会,⽇本⼤学松⼾⻭学部,



2011年10⽉10⽇(⽉)
219)深井穫博:口腔保健推進における多職種連
携　その先駆的取り組みに関する自由集会開
催主旨,⽇本公衆衛⽣学会自由集会,秋⽥県
総合保健センター　第1研修室(2F),2011年
10⽉20⽇

220)白⽥千代⼦,村越由季⼦,深井穫博,中村
修一:⾼齢者の口腔診査の結果が示唆するも
の　〜ネパールのカトマンズ近郊のスナコチ
村から〜,第52回⽇本熱帯医学回⼤会・第26
回⽇本国際保健医療学会学術⼤会合同⼤会
(⼤会⻑　北潔)2011年11⽉4〜6⽇,東京⼤
学本郷キャンパス(プログラム抄録集,144,
2011),東京

221)野中愛恵,中村修一,深井穫博,吉嶺嘉人,
赤峰昭文:途上国における学校教師が実践し
ている口腔保健活動及びその活動に影響を及
ぼす要因に関する研究,第52回⽇本熱帯医学
回⼤会・第26回⽇本国際保健医療学会学術⼤
会合同⼤会(⼤会⻑　北潔)2011年11⽉4〜6
⽇,東京⼤学本郷キャンパス(プログラム抄
録集,145,2011),東京

222)深井穫博,中村修一,矢野裕⼦,蒲池世史
郎,安部一紀:ネパール近郊住⺠の 8年間コ
ホート調査からみた機能⻭数と⽣命予後との
関連,第52回⽇本熱帯医学回⼤会・第26回⽇
本国際保健医療学会学術⼤会合同⼤会(⼤会
⻑　北潔)2011年11⽉4〜6⽇,東京⼤学本郷
キャンパス(プログラム抄録集,145, 2011),
東京

2012年
223)上野尚雄,中村奈都美,浅井昌⼤,望⽉
亮,深井穫博,角町正勝,池主憲夫,⼤⽥洋
二郎:地域医科⻭科連携の円滑化に関する意
識調査　がんセンターと⽇本⻭科医師会の連
携事業アンケート,第8回⽇本口腔ケア学会学
術⼤会(⼤会⻑　⾼⼾　毅)(⽇本口腔ケア学
会誌,6(1),2012)

224)中村奈都美,上野尚雄,⼤⽥洋二郎,浅井
昌⼤,望⽉　亮,深井穫博,角町正勝,池主

憲:地域医科⻭科連携における⻭科衛⽣⼠の
意識調査　〜がんセンターと⽇本⻭科医師会
の連携事業アンケート結果〜,第8回⽇本口腔
ケア学会学術⼤会(⼤会⻑　⾼⼾　毅)(⽇本
口腔ケア学会誌,6(1),2012)

225)安藤雄一,相⽥　潤,恒石美登里,⼤⼭
篤,深井穫博,三浦宏⼦:⽇本人の口腔状
態・口腔保健⾏動と経済要因の関連,第22回
⽇本疫学学会学術総会(学会⻑　⼭口直人),
学術総合センター・一橋記念講堂,2012年 1
⽉26〜28⽇

226)深井穫博,相⽥　潤,安細敏弘,伊藤博夫,
小川祐司,小関健由,佐々木　健,白石雅照,
千葉逸朗,鶴本明久,八重垣　健:地域口腔
保健の評価とその指標について考える,第61
回⽇本口腔衛⽣学会・総会自由集会2(学会⻑
荒川浩久)2012年5⽉25〜27⽇,神奈川⻭科
⼤学(口腔衛⽣学会雑誌,62(2),116,2012)

227)深井穫博,相⽥　潤,安細敏弘,伊藤博夫,
小川祐司,小関健由,佐々木　健,白石雅照,
千葉逸朗,鶴本明久,八重垣　健:「公衆衛
⽣」,「地域保健」,「口腔保健」の定義−デル
ファイ法を用いた合意形成過程とその収束結
果,第61回⽇本口腔衛⽣学会・総会(学会⻑
荒川浩久)2012年5⽉25〜27⽇,神奈川⻭科
⼤学(口腔衛⽣学会雑誌,62(2),206,2012)

228)⾼澤みどり,安藤雄一,深井穫博:市町村
における⻭科保健事業と⽣活習慣病予防対策
との連携実態−⻭周疾患検診と特定健康診査
に壁はあるか−,第61回⽇本口腔衛⽣学会・
総会(学会⻑　荒川浩久)2012年5⽉25〜27
⽇,神奈川⻭科⼤学(口腔衛⽣学会雑誌,62(2),
215,2012)

229)深井穫博,中村修一,白⽥千代⼦,村越由
季⼦:ネパール⾸都近郊農村地域住⺠の主観
的咀嚼障害とBMIとの関連,第61回⽇本口腔
衛⽣学会・総会(学会⻑　荒川浩久)2012年5
⽉25〜27⽇,神奈川⻭科⼤学(口腔衛⽣学会
雑誌,62(2),257,2012)

230)白⽥千代⼦,村越由季⼦,深井穫博,中村
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修一:ネパール⾸都近郊農村の⾼齢者の口腔
に関する質問調査の一考察,第61回⽇本口腔
衛⽣学会・総会(学会⻑　荒川浩久)2012年5
⽉25〜27⽇,神奈川⻭科⼤学(口腔衛⽣学会
雑誌,62(2),258,2012)

231)遠藤浩正,深井穫博,三木昭代,島⽥　篤,
申　基喆,深井智⼦,⽵下　玲,安井利一:
埼⽟県医科⻭科連携推進会議を⽴ち上げて
〜2年間の取り組み〜,第53回⽇本⻭科医療
管理学会総会・学術⼤会　楽しい⻭科医院,
沖縄県男⼥共同参画センター“てぃるる”,平
成24年7⽉6⽇(⾦)〜8⽇(⽇)

232)深井穫博,矢野裕⼦,蒲池世史郎,松岡奈
保⼦:ネパール⾸都近郊農村部における成
人・⾼齢者の口腔保健状態及び⾷⾏動,第21
回⽇本健康教育学会学術⼤会,⾸都⼤学東
京・南⼤沢キャンパス,平成24年7⽉7⽇(⼟),
(⽇本健康教育学会雑誌,20,92,2012)

233)深井穫博,蒲池世史郎,矢野裕⼦,仙波伊
知郎:ネパール⾸都近郊農村地域住⺠の主観
的咀嚼障害と現在⻭数との関連,第27回⽇本
国際保健医療学会学術⼤会,岡⼭⼤学津島
キャンパス,平成 24年 11⽉ 3⽇(⼟)〜 4⽇
(⽇),(プログラム・抄録集,82,2012)

234)矢野裕⼦,深井穫博,蒲池世史郎,奥野ひ
ろみ:ネパール⾸都近郊地域における保健⾏
動調査票を用いた学校⻭科保健活動の評価,
第27回⽇本国際保健医療学会学術⼤会,岡⼭
⼤学津島キャンパス,平成24年11⽉3⽇(⼟)
〜4⽇(⽇),(プログラム・抄録集,118,2012)

235)上野尚雄,中村奈都美,浅井昌⼤,望⽉
亮,深井穫博,角町正勝,池主憲夫,⼤⽥洋
二郎:地域医科⻭科連携の円滑化に関する意
識調査　がんセンターと⽇本⻭科医師会の連
携事業アンケート,第8回⽇本国空ケア学会学
術⼤会⼤会⻑　⾼⼾毅)(⽇本口腔ケア学会誌,
6(1),2012)

236)中村奈都美,上野尚雄,⼤⽥洋二郎,浅井
昌⼤,望⽉　亮,深井穫博,角町正勝,池主
憲:地域医科⻭科連携における⻭科衛⽣⼠の

意識調査　〜がんセンターと⽇本⻭科医師会
の連携事業アンケート結果〜,第8回⽇本国空
ケア学会学術⼤会(⼤会⻑　⾼⼾毅)(⽇本口
腔ケア学会誌,6(1),2012)

2013年
237)Fukai K, Matsuoka Y, Arai K, Kawatsura E:

Risk factors for tooth loss in dental patients,
91st IADR GENERAL SESSION, March 20-23,
2013, WASHINGTON STATE CONVENTION
CENTER, SEATTLE, WASH, USA 

238)深井穫博,白⽥千代⼦,中村修一:ネパー
ル⾸都近郊農村地域住⺠の⻭の喪失に関連す
る要因,第62回口腔衛⽣学会・総会(学会⻑
牧　茂),2013年5⽉15⽇(⽔)〜17⽇(⾦),
キッセイ文化ホール(口腔衛⽣学会雑誌,63
(2),154,2013)

239)深井穫博:口腔保健の指標とその評価・調
査⽅法を考える　1.地域口腔保健の評価の枠
組みとその具体的指標,第 62回口腔衛⽣学
会・総会(学会⻑:牧　茂),2013年5⽉15⽇
(⽔)〜17⽇(⾦),キッセイ文化ホール(口
腔衛⽣学会雑誌,63(2),126,2013)

240)矢野裕⼦,深井穫博,蒲池世史郎:ネパー
ル⾸都近郊部における学校⻭科保健プログラ
ムの評価　−社会経済的要因との関連−,第
22回健康教育学会学術⼤会,千葉⼤学⻄千葉
キャンパス2013年6⽉22⽇(⼟)〜23⽇(⽇),
(⽇本健康教育学会誌,21,165,2103)

241)深井穫博,白⽥千代⼦,中村修一.O-18
ネパール⾸都近郊農村地域住⺠の⻭の喪失に
関連する要因(一般口演).口腔衛⽣学会雑誌
63(2),154,2013-04-30

242)麻⽣　弘,⼤野陽真,⼤野慧太郎,⼤野秀
夫,志賀和⼦,白⽥千代⼦,深井穫博.ネ
パール⻭科医療協⼒会の活動:学校⻭科保健
の支援について.小児⻭科学雑誌,51(2),191,
2013-04-25

2014年
243)石⽥智洋,安藤雄一,深井穫博,⼤⼭　篤.
定期⻭科受診⾏動における中断の実態,⽇本
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公衆衛⽣学会抄録集,73,517,2014
244)深井穫博.⾼めよう⻭科医院の⼒,引き出
そう⻭科衛⽣⼠の⼒　⽣きる⼒を支える⻭科
医療・口腔保健　⾼めよう医院⼒,⽇本⻭科
衛⽣学会誌　9(1),73,2014

245)麻⽣　弘,⼤野秀夫,⼤野陽真,⼤野慧太
郎,志賀和⼦,松岡奈保⼦,岡井有⼦,柏木
伸一郎,⻄本美恵⼦,深井穫博.ネパール⻭
科医療協⼒会の活動　25年間の活動を振り
返って,小児⻭科学雑誌,52(2),398,2014

2015年
246) Fukai K, The role of dental care and oral

health in promoting healthy longevity: Evi-
dence and health policy. WORLD CONGRESS
2015 Dental care and oral health for healthy
longevity in an aging society, March 13-15,
2015,Tokyo International Forum 

247)麻⽣　弘,⼤野秀夫,⼤野陽真,⼤野慧太
郎,松岡奈保⼦,柏木伸一郎,⻄本美恵⼦,
志賀和⼦,白⽥千代⼦,深井穫博.ネパール
⻭科医療協会の活動〜ナーサリーの調査〜,
第53回⽇本小児⻭科学会⼤会(⼤会⻑　⾹⻄
克之),2015年 5⽉ 21(木)〜 22(⾦),広島
国際会議場

248)深井穫博.ランチョンセミナー 16:働く
人々の口腔保健−⻭科健診・保健指導の意義,
第88回⽇本産業衛⽣学会,2015年5⽉13(⽔)
〜16(⼟),グランフロント⼤阪

249)深井穫博.健康⻑寿社会と⻭科医療･口腔保
健−研究成果を実践と健康制作に以下に活か
すか(シンポジウム:地域における「⻭科保
健」活動と地域包括ケア−医療と介護の狭間
で「予防」をどう位置づけるか−),第64回⽇
本口腔衛⽣学会・総会,平成27年5⽉27(⽔)
〜29(⾦),つくば国際会議場

250)安藤雄一,深井穫博,佐々木　健,⾼澤み
どり,石濱伸之.共通リスクアプローチの実
践を考える〜特定健診・特定保健指導への⻭
科関連プログラムの導入を題材として〜,第
24回⽇本健康教育学会学術⼤会,2015年7⽉4

(⼟)〜5(⽇),前橋市中央公⺠館
251) Fukai K. Current oral health evidence for

prevention and control of NCDs, and Health
Japan 21, Asia-pacific conference on ORAL
HEALTH 2020 Towards NCD risk factor
approach, Aug 3-4,2015,Thailand

9.講演・講義
2004年
01)8020を⽬指した⻭周疾患検診のあり⽅,⾼崎
市保健福祉事務所主催研修会,⾼崎市中央公⺠
館,2004年1⽉22⽇(木)

02)⻭科保健の動向−フッ素について,埼⽟県川
本町主催研修会,川本町保健センター,2004年
2⽉14⽇(⼟)

03)⻭科保健医療における統計学,平和学院⻭科
衛⽣⼠専⾨学校2年⽣衛⽣統計学講義,越谷市,
2004年6⽉24⽇(木)〜7⽉15⽇(木)

04)⻭科医師と地域保健,⽇本⼤学松⼾⻭学部衛
⽣学講義,松⼾市,2004年7⽉13⽇(火)

05)口腔保健における⾏動科学・コミュニケー
ション−なぜ人々は⻭科を受診するのか−,関
⻄Well-Being特別セミナー,⼤阪,2004年8⽉
1⽇(⼟)

06)口腔保健における⾏動科学の展開,北海道主
催平成16年度全道⾏政⻭科技術職員研修会,北
海道⽴道⺠活動センター(札幌市),2004年 8
⽉6⽇(⾦)

07)国際保健,埼⽟赤⼗字看護専⾨学校2年⽣公
衆衛⽣講義,さいたま市,2004年 10⽉ 14⽇
(木)

08)⾏動科学における口腔保健の展開,国⽴保健
医療科学院平成16年度インターネットによる遠
隔研修,2004年8⽉10⽇(火)〜8⽉18⽇(⽔)

09)ネパールにおける国際⻭科保健医療協⼒活動
から学んだこと,鶴見⼤学総持学園80周年記念
シンポジウム,横浜市,2004年10⽉17⽇(⽇)

10)⻭科保健医療分野の国際協⼒−NGOの⽴場
から,⽇本⼤学⻭学部特別講義,東京,2004年
11⽉26⽇(⾦)
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11) Fukai, K. : Oral health promotions in Nepal,
ADCN & NDA seminar, Kathmandu, Nepal, 1st

Jan, 2005
12)深井穫博:口腔保健における⾏動科学の展開,
東京⻭科⼤学衛⽣学講義成人保健,千葉市,
2005年1⽉17⽇

13)深井穫博:口腔保健における⾏動科学の展開,
東京医科⻭科⼤学3年⽣講義,東京,2005年1
⽉20⽇

14)深井穫博:口腔保健における⾏動科学の理論
と実践,国⽴保健医療科学院特定研修⻭科衛⽣
⼠研修,和光市,2005年1⽉27⽇

2005年
15)深井穫博:⻭科衛⽣統計学,平和学院⻭科衛
⽣⼠専⾨学校 2年⽣衛⽣統計学講義,越谷市,
2005年6⽉23⽇〜7⽉14⽇

16)深井穫博:第一線の⻭科医師にとっての予防
⻭科,⽇本⼤学松⼾⻭学部 4年⽣衛⽣学講義,
松⼾市,2005年9⽉6⽇

17)深井穫博:国際保健,さいたま赤⼗字看護学
校2年⽣公衆衛⽣講義,さいたま市,2005年9
⽉29⽇

18)深井穫博:口腔保健におけるコミュニケー
ション・⾏動科学の課題,第5回⽇本口腔衛⽣
学会認定医研修会,東京,2005年10⽉9⽇

19)深井穫博:⻭科臨床における⾏動科学の実践,
第26回全国⻭科保健⼤会シンポジウム「みんな
で取り組む⻭科保健」,新潟市,2005年11⽉12
⽇

20)深井穫博:⾏動科学における口腔保健の展開,
国⽴保健医療科学院特定研修遠隔研修,和光市,
2005年11⽉14⽇〜11⽉20⽇

21)深井穫博:開業医は,研究と地域保健にどこ
まで関われるか?,九州⼤学同窓会セミナー
ワークショップ⺟校を卒業して20年来た途⾏く
道,北九州市,2005年12⽉5⽇

22)深井穫博:⻭科保健医療分野の国際協⼒−
NGOの⽴場から,⽇本⼤学⻭学部特別講義,
東京,2005年12⽉9⽇

23)深井穫博:口腔保健における⾏動科学・コ

ミュニケーション,東京⻭科⼤学衛⽣学講義成
人保健,千葉市,2006年1⽉23⽇

24)深井穫博:口腔保健における⾏動科学・健康
教育,国⽴保健医療科学院⻭科衛⽣⼠研修,和
光市,2006年2⽉2⽇

25)深井穫博:⻭科臨床におけるコミュニケー
ション・⾏動科学の展開,東京医科⻭科⼤学臨
床研修医講義,東京,2006年2⽉17⽇

26)深井穫博:⻭科保健医療国際協⼒協議会
(JAICOH)設⽴より現在まで 17年間の歩み,
JAICOH研修会,東京,2006年2⽉19⽇

2006年
27)深井穫博:⻭の喪失における費用効用分析−
シンポジウム「⻭の健康寿命を考える−口腔機
能とQOL・ADLの観点から」深井保健科学研
究所　第5回コロキウム「ヘルスサイエンス−
新しい展開を求めて」,東京,2006年4⽉22⽇

28)深井穫博:⻭の保存状態と⽣命予後との関
連−シンポジウム⻑寿と現在⻭数(8020の人は
ほんとうに⻑寿か),第17回⽇本老年⻭科医学
会学術⼤会,沖縄,2006年6⽉2⽇

29)深井穫博:⻭科衛⽣統計学,平和学院⻭科衛
⽣⼠専⾨学校 2年⽣衛⽣統計学講義,越谷市,
2006年6⽉8⽇(木)〜7⽉13⽇(木)

30)深井穫博:⻭科保健医療分野の国際協⼒,⽇
本⼤学松⼾⻭学部4年⽣講義,松⼾市,2006年
7⽉11⽇

31)深井穫博:平成18年度⽣活習慣病対策口腔保
健モデル事業(成人⻭科健診モデル事業)につ
いて,⾹川県⻭科医師会,⾼松市,2006年8⽉
19⽇

32)深井穫博:わが国の国際⻭科保健分野での取
り組みについて,東北⼤学国際⻭科保健学分野
講演会,仙台,2006年10⽉26⽇

33)深井穫博:成人⻭科健診にかかわる課題と今
後の展開,福岡県⻭科医師会成人⻭科保健講習
会,福岡,2006年11⽉15⽇

34)深井穫博:地域⻭科保健に関わる動向,第
136回ヨナミ会,横浜,2006年11⽉18⽇

35)深井穫博:⾏動科学における口腔保健の展開,
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国⽴保健医療科学院特定研修遠隔研修,和光市,
2006年11⽉13⽇(⽉)〜11⽉19⽇(⽇)

36)深井穫博:わが国の国際⻭科保健分野での取
り組みについて⽇本⼤学⻭学部4年⽣講義,東
京,2006年12⽉15⽇

37)深井穫博:成人保健・国際保健,さいたま赤
⼗字看護学校2年⽣公衆衛⽣講義,さいたま市,
2006年12⽉14⽇(木)

38)深井穫博:口腔保健における⾏動科学・健康
教育国⽴保健医療科学院　平成18年度特定研修
(⻭科衛⽣⼠研修),和光市,2007年1⽉25⽇

2007年
39)深井穫博:⻭科衛⽣統計学,平和学院⻭科衛
⽣⼠専⾨学校 2年⽣衛⽣統計学講義,越谷市,
2007年6⽉21⽇〜7⽉12⽇

40)深井穫博:働く人々の保健⾏動−⽇本⻭科医
師会成人⻭科健診モデル事業の意義−,千葉県
市原市保健センター⻭周疾患検診説明研修会,
市原市,2007年7⽉12⽇

41)深井穫博:成人保健における⾏動科学・健康
教育,国際保健,さいたま⽇赤看護学校2年⽣
講義,さいたま市,2007年9⽉27⽇

42)深井穫博:国際⻭科保健,⽇本⼤学松⼾⻭学
部予防⻭科学講義,松⼾市,2007年9⽉11⽇

43)深井穫博:⻭科臨床におけるコミュニケー
ション・⾏動科学,「二木会」第200回記念⼤会,
酒⽥市,2007年11⽉3⽇

44)深井穫博:今後の⻭科健診のあり⽅,社会⻭
科学研究会緊急課題対応ワークショップ,東京,
2007年11⽉4⽇

45)深井穫博:国際⻭科保健−発展途上国との望
ましい協⼒関係−新潟⼤学⻭学部 口腔⽣命福
祉学科,新潟市,2007年11⽉9⽇

46)深井穫博:平成20年度 医療制度改⾰と在宅
⻭科医療の重要性,北埼⽟郡市⻭科医師会講演
会,⾏⽥市,2007年11⽉11⽇

47)深井穫博:Community-based oral health pro-
motion approach WHO1 口腔保健協⼒セン
ター設⽴記念式典,東京,2007年11⽉21⽇

48)深井穫博:口腔保健における⾏動科学・健康

教育−⾏動科学的視点に基づく健康教育の進め
⽅,国⽴保健医療科学院　2007年度遠隔教育
「口腔保健」,和光市,2007年11⽉26⽇〜11⽉
30⽇

49)深井穫博:成人⻭科保健における⾏動科学の
展開,岩⼿県⻭科医師会⻭周病と糖尿病に関す
る講演会,盛岡市,2007年12⽉1⽇

50)深井穫博:平成20年から始まる医療制度改⾰
後期⾼齢者医療制度と特定健診・特定保健指導
のインパクト,九州⻭科⼤学埼⽟県同窓会講演
会,さいたま市,2007年12⽉2⽇

51)深井穫博:国際⻭科保健医療協⼒,⽇本⼤学
⻭学部3年⽣「医療の情報化・国際化」,東京,
2007年12⽉14⽇

52)深井穫博:平成20年度医療制度改⾰からみる
⻭科医療の近未来,九州⻭科⼤学千葉県同窓会
講演会,千葉市,2007年12⽉15⽇

53)深井穫博:⾏動科学に基づく健康教育,国⽴
保健医療科学院　平成19年度特定研修(⻭科衛
⽣⼠研修)「健康教育・企画書づくり」,和光市,
2008年1⽉24⽇

54)深井穫博:An approach to health promotion
during 18 years in central Nepal,国⽴保健医療科
学院国際保健特論,和光市,2008年2⽉7⽇

55)深井穫博:ヘルスケアにおける⾏動科学・コ
ミュニケーション,⻭遊会講演会,飯塚市,
2008年2⽉23⽇

56)深井穫博:成人保健における⻭科健診の課題
と今後の展開,⻭ッピー・ヘルシー・北九州事
業⻭科医師研修会2007,北九州市,2008年3⽉
22⽇

57)深井穫博:⾏動科学に基づく成人⻭科保健の
展開,⻭ッピー・ヘルシー・北九州事業⻭科医
師研修会2007,北九州市,2008年3⽉23⽇

58)深井穫博:⻭科臨床におけるコミュニケー
ション・⾏動科学,下関市おおの小児矯正⻭科
研修会,下関市,2008年3⽉23⽇

2008年
59)深井穫博:後期⾼齢者医療制度における在宅
⻭科医療の推進,埼⽟県⻭科医師会在宅⻭科医
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療推進研修会,さいたま市,2008年4⽉24⽇
60)深井穫博:国際⻭科保健医療協⼒,埼⽟県⽴
⼤学健康福祉科学2年⽣講義,越谷市,2008年
7⽉9⽇

61)深井穫博:医療連携における⻭科の関わり,
宮城県⻭科医師会　平成20年度⻭の健康⼒推進
⻭科医師等養成講習会,仙台市,2008年8⽉9
⽇

62)深井穫博:⽇本⻭科医師会成人⻭科健診モデ
ル事業｢⽇⻭地域保健委員会との連携｣,名古屋
市,2008年8⽉31⽇

63)深井穫博:国際⻭科保健,⽇本⼤学松⼾⻭学
部4年⽣「予防⻭科学」,松⼾市,2008年9⽉9
⽇

64)深井穫博:公衆衛⽣学・国際保健,新潟⼤学
⻭学部口腔保健学科「口腔衛⽣学・⻭科統計
学」,新潟市,2008年9⽉12⽇

65)深井穫博:⽇本⻭科医師会成人⻭科健診モデ
ル事業「⽇⻭地域保健委員会との連携」北海道
会場,札幌市,2008年9⽉15⽇

66)深井穫博:国際⻭科保健医療協⼒,さいたま
⽇赤看護学校,公衆衛⽣学・国際保健,さいた
ま市,2008年9⽉25⽇

67)深井穫博:これからの地域保健と⻭科医療・
口腔保健の近未来,口腔保健フォーラム超⾼齢
社会における⻭科医療・口腔保健のこれからを
考える−全身の健康と口腔保健,九州⻭科⼤学
講堂,北九州市,2008年10⽉12⽇

68)深井穫博:新しい時代のフッ化物応用と健康,
吉川市主催,おあしす多⽬的ホール,2008年10
⽉19⽇

69)深井穫博:地域⻭科保健開発と今後の展開,
ネパール⻭科医療協⼒会20周年シンポジウム,
九州⻭科⼤学講堂,北九州市,2008年 11⽉ 23
⽇

70)深井穫博:⾏動科学に基づく健康教育,国⽴
保健医療科学院　平成20年度短期研修(⻭科衛
⽣⼠研修)「健康教育・企画書づくり」,和光市,
2009年1⽉29⽇

71)深井穫博:⻭科保健医療の近未来−変⾰か衰

退か−九州⻭科⼤学神奈川県同窓会,2009年2
⽉1⽇

72)深井穫博:口腔保健における⾏動科学に基づ
く健康教育の展開, 国⽴保健医療科学院　平成
20年度遠隔研修(口腔保健)「⻭科保健教育・
⾏動科学」2009年2⽉9〜2⽉13⽇

73)深井穫博:在宅⻭科医療推進に関する現状報
告と課題,在宅医療推進多職種推進懇話会(第
1回近畿ブロック),京都市,2009年 3⽉ 7⽇
2009年

2009年
74)深井穫博:在宅⻭科医療推進に関する現状と
課題,在宅医療推進多職種協働懇話会(第2回),
宇都宮市,2009年2⽉6⽇

75)深井穫博:在宅⻭科医療の今後,埼⽟県⻭科
医師会　平成21年度⻭の健康⼒推進⻭科医師等
養成講習会,2009年2⽉7⽇

76)深井穫博:国際⻭科保健医療協⼒,埼⽟県⽴
⼤学健康開発学科口腔保健科学専攻講義,2009
年7⽉16⽇

77)深井穫博:訪問⻭科診療の現状と課題,岩⼿
県⻭科医師会　平成21年度⻭の健康⼒推進⻭科
医師等養成講習会,2009年8⽉1⽇

78)深井穫博:⽇本⻭科医師会　標準的な成人⻭
科健診プログラム・保健指導,国⽴保健医療科
学院⻭科保健研修・集合研修　⻭科医師会との
連携・新しい成人⻭科健診プログラムの普及⽅
法,2009年8⽉27⽇

79)深井穫博:国際⻭科保健,⽇本⼤学松⼾⻭学
部4年⽣講義　2009年9⽉8⽇

80)深井穫博:国際⻭科保健　発展途上国との望
ましい協⼒関係,新潟⼤学⻭学部新潟⼤学⻭学
部:社会⻭科保健学講義,2009年9⽉11⽇

81)深井穫博:国際保健,さいたま⽇赤看護学校
講義,2009年10⽉1⽇

82)深井穫博:口腔保健格差改善を⽬指した国際
保健活動の取組み,第58回⽇本口腔衛⽣学会シ
ンポジウムⅢ,2009年10⽉11⽇

83)深井穫博:新しい成人⻭科健診・保健指導,
群⾺県⻭科医師会,2009年10⽉22⽇
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84)深井穫博:成人⻭科健診はこう変えよう−保
健指導重視へのパラダイムシフト−,北海道⻭
科医師会「健口北海道を創ろう!」8020推進条
例制定記念キックオフセミナー,2009年11⽉7
⽇

85)深井穫博:住⺠参加の新「8020運動」の展開,
8020推進財団フォーラム,2009年12⽉12⽇

86)Fukai, K. : An evaluation of oral health promo-
tion activities in Nepal, 27 Dec 2009, Kathmandu,
Minisitry of Health child health, Nepal

2010年
87)Fukai, K. : An evaluation of oral health promo-

tion activities in Nepal,国⽴保健医療科学院国
際保健コース, International MPH course Special
lecture 2, NIPH)21 Jan 2010, 1330-1500

88)深井穫博:⻭科保健教育・⾏動科学,国⽴保
健医療科学院　平成21年度遠隔教育(専⾨課程
D-5 口腔保健),2010年2⽉1⽇〜2⽉5⽇

89)深井穫博:在宅⻭科医療推進に関する現状と
課題,在宅医療推進多職種協働懇話会,宇都宮
市,2010年2⽉6⽇

90)深井穫博:在宅⻭科医療の今後,埼⽟県⻭科
医師会平成21年度⻭の健康⼒推進⻭科医師等養
成講習会,2010年2⽉7⽇

91)深井穫博:健康政策と口腔保健,東北⼤学⻭
学部4年⽣国際⻭科保健学講義,2010年6⽉7
⽇

92)深井穫博:グローバルヘルスと口腔保健,福
岡⻭科⼤学4年⽣口腔保健学各論国際⻭科保健
講義　2010年6⽉14⽇

93)深井穫博:標準的な成人⻭科健診プログラ
ム・保健指導マニュアル,第38回産業⻭科医研
修会(東京会場),2010年7⽉11⽇

94)深井穫博:国際⻭科保健グローバルヘルスと
口腔保健,⽇本⼤学松⼾⻭学部4年⽣,2010年
7⽉20⽇

95)深井穫博:国際⻭科保健グローバルヘルスと
口腔保健,埼⽟県⽴⼤学国際⻭科保健講義,
2010年7⽉21⽇

96)深井穫博:標準的な成人⻭科健診プログラ

ム・保健指導マニュアル(座学),第38回産業
⻭科医研修会(新潟会場),2010年8⽉22⽇

97)深井穫博:標準的な成人⻭科健診プログラ
ム・保健指導マニュアル,国⽴保健医療科学院
⻭科保健研修会,2010年8⽉25⽇

98)深井穫博:標準的な成人⻭科健診プログラ
ム・保健指導マニュアル,市原市研修会,2010
年8⽉26⽇

99)深井穫博:グローバルヘルスと口腔保健,新
潟⼤学⻭学部社会⻭科保健学講義,2010年9⽉
10⽇

100)深井穫博:標準的な成人⻭科健診プログラ
ム・保健指導マニュアル,⽇本⻭科医師会標
準的な成人⻭科健診プログラム・保健指導マ
ニュアルブロック別研修会,三重県⻭科医師
会,2010年9⽉26⽇

101)深井穫博:需要の概念,第59回⽇本口腔衛
⽣学会自由集会「口腔保健における需要を考
える」,新潟,2010年10⽉6⽇

102) Fukai, K. : Global Oral Health Promotion
How Japanese NGO can make contribution for
health promotion globally?, International Sympo-
sium for Global Oral Health Science Niigata 2010
(Satellite Symposium of 59th General Meeting of
the Japanese Society for Dental Health),9th Oct
2010

103)深井穫博:⽣活習慣病と口腔保健・⻭科医
療−健康政策の動向から,九州⻭科⼤学関東
地区連学術講演会シリーズ“超⾼齢社会にお
ける⻭科医院づくり”,東京国際フォーラム,
2010年11⽉7⽇

104)深井穫博:成人⻭科保健の課題と展望,⼭
口県⻭科医師会成人⻭科保健推進ワーク
ショップ,⼭口,2010年11⽉14⽇

105)深井穫博:これからの口腔保健・⻭科医療,
九州⻭科⼤学同窓会第2回口腔保健フォーラム
新⻭科医療制度の設定に向けて,福岡,2010
年11⽉28⽇

106)深井穫博:標準的な成人⻭科健診プログラ
ム・保健指導マニュアル,⽇本⻭科医師会標
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準的な成人⻭科健診プログラム・保健指導マ
ニュアルブロック別研修会,⾼知県⻭科医師
会,2010年12⽉12⽇

107)深井穫博:標準的な成人⻭科健診プログラ
ム・保健指導マニュアル,⽇本⻭科医師会標
準的な成人⻭科健診プログラム・保健指導マ
ニュアルブロック別研修会,⼭口県⻭科医師
会,2011年1⽉16⽇

108)深井穫博:標準的な成人⻭科健診プログラ
ム・保健指導マニュアル,⽇本⻭科医師会標
準的な成人⻭科健診プログラム・保健指導マ
ニュアルブロック別研修会,埼⽟県⻭科医師
会,2011年1⽉23⽇

109)深井穫博:⽇本⻭科医師会・⽇本栄養⼠会
第 2回共済事業　⾷べることは⽣きること〜
「健やかな⾷と⾷べる機能」を支援するための
シンポジウム〜開会,⻭科医師会館,2011年1
⽉29⽇

110)深井穫博:標準的な成人⻭科健診プログラ
ム・保健指導マニュアル,⽇本⻭科医師会標
準的な成人⻭科健診プログラム・保健指導マ
ニュアルブロック別研修会,⻑崎県⻭科医師
会,2011年1⽉30⽇

2011年
111)深井穫博:診療室におけるヘルスプロモー
ションを考える,⽇本⼤学⻭学部1号館4階
⼤講堂,2011年4⽉17⽇

112)深井穫博:グローバルヘルスと口腔保健,
福岡⻭科⼤学4年⽣口腔保健学各論国際⻭科保
健,2011年6⽉20⽇

113)深井穫博:標準的な成人⻭科健診プログラ
ム・保健指導マニュアル,平成23年度第39回
産業⻭科医研修会,2011年6⽉26⽇

114)深井穫博,中村修一,蒲池世史郎,白⽥千
代⼦,村越由季⼦,駒井伸也,坪⽥真,根木
規予⼦,矢野裕⼦:ネパール⻭科医療協⼒会,
九州⻭科⼤学国際交流・協⼒室: JAICOH第
22回学術集会口演,名古屋市中部国際空港セ
ントレアホール)ネパール⾸都近郊地域にお
ける 16年間の学校⻭科保健活動とその評価,

2011年07⽉02⽇
115)深井穫博:グローバルヘルスと口腔保健−
国際⻭科保健−,⽇本⼤学松⼾⻭学部国際⻭
科保健,2011年7⽉19⽇

116)深井穫博:「新しい公衆衛⽣」における口
腔保健評価の課題,深井保健科学研究所第10
回コロキウム,2011年8⽉6⽇

117)深井穫博:標準的な成人⻭科健診プログラ
ム・保健指導マニュアル,平成23年度第39回
産業⻭科医研修会,2011年8⽉27⽇

118)深井穫博:⽣活⻭援プログラムの意義,経
緯について,⽇本⻭科衛⽣学会,神奈川県,
2011年9⽉4⽇

119)深井穫博:グローバルヘルスと口腔保健−
発展途上国との望ましい協⼒関係−,新潟⼤
学⻭学部社会⻭科保健学,2011年9⽉9⽇

120)深井穫博:国際保健・成人保健・⼥性の健
康,さいたま赤⼗字看護学校,公衆衛⽣,
2011年9⽉29⽇

121)深井穫博:成人から⾼齢者への新しい展開,
第 9回フォーラム 8020　シンポジウム 8020達
成をめざして〜これからの⾼齢者への取り組
みはどうあるべきか〜,2011年10⽉1⽇

122)深井穫博,中村修一,白⽥千代⼦,村越由
季⼦:ネパール⾸都近郊農村地域における⾼
齢者の主観的咀嚼障害第60回⽇本口腔衛⽣学
会総会,⽇本⼤学松⼾⻭学部,2011年 10⽉ 9
⽇(⽇)

123)深井穫博:新しい成人⻭科健診と健康増進,
公益財団法人8020推進財団,一般社団法人⽇
本口腔衛⽣学会共催シンポジウム,⻑寿社会
と地域の⻭科医療−地域の⻭科医療者は健康
づくりのキーパーソン,第60回⽇本口腔衛⽣
学会,2011年10⽉9⽇(⽇)

124)深井穫博:口腔保健推進における多職種連
携　その先駆的取り組みに関する自由集会開
催主旨,⽇本公衆衛⽣学会自由集会,秋⽥県
総合保健センター　第1研修室(2F),2011年
10⽉20⽇

125)深井穫博:⽣活⻭援プログラムの意義,経
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緯について,⽇本⻭科衛⽣学会,佐賀県,
2011年10⽉23⽇

126)深井穫博:⽣活⻭援プログラムの意義,経
緯について,⽇本⻭科衛⽣学会,愛媛県,
2011年10⽉30⽇

127)深井穫博:⻭科医師会との連携・新しい成
人⻭科健診プログラムの普及⽅法,国⽴保健
医療科学院「⻭科保健研修」,2011年12⽉7⽇

128)深井穫博:平成23年度地域保健委員会活動
の概況および地域保健・介護保険・産業保健
関係アンケート結果の概要,平成23年度都道
府県⻭科医師会地域保健・産業保健・介護保
険担当理事連絡協議会,2011年12⽉14⽇

2012年
129)深井穫博:がん治療に関わる⽇本⻭科医師
会・国⽴がん研究センター医科⻭科連携の取
り組み,公開講座「口から始まるがん治療」
シンポジウム(横浜市⻭科医師会主催)横浜
市旭区⺠文化センター「サンハート」ホール,
2012年2⽉19⽇

130)深井穫博:⻭の喪失を考える,東北⼤学国
際⻭科保健学5年⽣対象,2012年3⽉16⽇

131)深井穫博:埼⽟県における糖尿病医科⻭科
連携の現状と課題,埼⽟県糖尿病医科⻭科連
携研修会,2012年3⽉18⽇

132)深井穫博:8020達成型県⺠社会を⽬指して,
埼⽟県⻭科医師連盟タウンミーティング,
2012年3⽉29⽇,⼤宮パレスホテル

133)深井穫博:グローバルヘルスと国際保健,
福岡⻭科⼤学4年⽣口腔保健学各論国際⻭科保
健,2012年5⽉11⽇

134)深井穫博:成人⻭科健診と効果的な保健指
導,厚⽣労働科学研究班(九州⼤学⼭下喜久
分担研究者)説明会,福岡県⽷島市⻭科医師
会館,2012年5⽉28⽇

135)深井穫博:グローバルヘルスと口腔保健−
国際⻭科保健−,⽇本⼤学松⼾⻭学部3年⽣国
際⻭科保健,2012年6⽉8⽇

136)深井穫博:グローバルヘルスと口腔保健−
国際⻭科保健−,⽇本⼤学松⼾⻭学部4年⽣国

際⻭科保健,2012年7⽉17⽇
137)深井穫博:グローバルヘルスと口腔保健−
国際⻭科保健−,埼⽟県⽴⼤学⻭科衛⽣⼠科4
年⽣国際⻭科保健,2012年7⽉25⽇

138)深井穫博:健康⻑寿社会における⻭科医
療・口腔保健の役割−⻭を残す技術とそのた
めの保健医療システムの進化−,関東地区⻭
科医師会役員連絡協議会,2012年 7⽉ 26⽇,
⼤宮パレスホテル

139)深井穫博:埼⽟県における糖尿病医科⻭科
連携の取り組み,⽇本糖尿病情報学会シンポ
ジウム,2012年7⽉ 29⽇,千葉県幕張メッセ
国際会議場

140)深井穫博:⻭科口腔保健と市町村条例,埼
⽟県吉川市役所市議会議員勉強会,2012年 8
⽉10⽇

141)深井穫博:超⾼齢化社会における⻭科医療
の展望と課題,⻭の健康⼒⻭科医師等養成講
習会,2012年9⽉22⽇,⽇本⻭科医師会

142)深井穫博:国際保健,成人保健,さいたま
赤⼗字看護学校,2012年9⽉27⽇

143)深井穫博:埼⽟県におけるがん診療医科⻭
科連携の取り組み,⽇本⻭科医学会サテライ
トシンポジウム,⼤阪,2012年11⽉10⽇

144)深井穫博:⻭科口腔保健に関する国の動向
と基本的事項,⽇本口腔衛⽣学会地域保健委
員会学術集会,2012年11⽉25⽇,鶴見⼤学

145)深井穫博:超⾼齢化社会における⻭科医療
の展望と課題,⻭の健康⼒⻭科医師等養成講
習会,2012年12⽉8⽇,埼⽟県⻭科医師会

2013年
146)深井穫博:⽇本⻭科医師会標準的成人⻭科
健診保健指導マニュアル,三重県⻭科医師会
主催研修会,2013年1⽉13⽇,三重県津市

147)深井穫博:国際⻭科保健,⽇本⼤学松⼾⻭
学部講義(3年),2013年1⽉28⽇,千葉県松
⼾市

148)深井穫博:⻭科医師会との連携　新しい成
人⻭科健診プログラムの普及⽅法,国⽴保健
医療科学院講義,2013年1⽉30⽇,埼⽟県和
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光市
149)深井穫博:これからの保健指導と成人⻭科
健診,⾹川⻭科医学会,2013年2⽉3⽇

150)深井穫博:802達成型健康⻑寿社会をめざし
て−⻭と口腔の健康づくりからのアプロー
チ−,2013年2⽉21⽇,埼⽟県東松⼭保健所

151)Fukai K : Working towards the inclusion of
preventive dental care in the Japanese health
insurance system,九州⼤学主催⽇韓交流セミ
ナー,2013年2⽉23⽇,福岡市

152)深井穫博: Opening the door to improved
oral health equity in Japan, Watt講演会,2013
年3⽉1⽇(⾦),東京市ヶ谷アルカディア

153)深井穫博:“⽬からうろこ”「明⽇から役⽴
つ診療室での保健指導」,岡⼭県倉敷市講演会,
2013年3⽉10⽇,岡⼭

154)深井穫博:Current issues in community oral
health in Japan(⽇本における公的医療保険に
よる⻭科予防処置の現状)ソンクラ⼤学⽇本
視察時講演,2013年4⽉25⽇,東京市ヶ谷

155)深井穫博:精神保健, ⽇本⼤学松⼾⻭学部講
義(3年⽣),2013年6⽉28⽇,千葉県松⼾市

156)深井穫博:⻭周病と糖尿病,第21回埼⽟糖
尿病教育セミナー,2013年6⽉29⽇,さいた
ま市浦和

157)深井穫博:グローバルヘルスと口腔保健,
東北⼤学講義(4年⽣),2013年7⽉1⽇,仙台

158)深井穫博:グローバルヘルスと口腔保健,
埼⽟県⽴⼤学講義,2013年7⽉26⽇,越谷市

159)深井穫博:“開かれた社会”における口腔保
健・健康増進の展開,深井保健科学研究所
第12回コロキウム,2013年8⽉10⽇,東京国
際フォーラム

160)深井穫博:ライフステージに応じた口腔疾
患の予防と健康づくり,東京デンタルショー,
2013年9⽉14⽇,東京ビックサイト

161)深井穫博:ネパールにおける健康プロジェ
クトの推移,アミットカナル福岡25周年記念
講演,2013年10⽉13⽇,福岡

162)深井穫博:超⾼齢社会におけるわが国⽇本

の⻭科医療と口腔保健,⻭科医師会グローバ
ルフォーラム(韓国⻭科医師会主催),2013年
11⽉9⽇,⼤邱,コンベンションセンター

163)深井穫博:国際保健・成人保健・⼥性保健,
⽇赤看護講義,2013年11⽉21⽇,さいたま⽇
赤看護学校,さいたま市⼤宮

2014年
164)深井穫博.埼⽟デンタルミーティング,埼
⽟県浦和市,2014年2⽉13⽇

165)深井穫博:すこやかな人⽣と⻭科口腔保健,
⻭科口腔保健推進条例制定記念講演会,2014
年2⽉15⽇,埼⽟県吉川市

166)深井穫博:埼⽟県における在宅⻭科医療の
現状と課題,第3回⽇本医療マネジメント学会
埼⽟支部学術集会,2014年3⽉16⽇

167) Kakuhiro Fukai: Current status and per-
spectives of home dental care provision in
Japan, International Academic Symposium
with Japanese Experts in Geriatric Dental
Care, 2014年3⽉22⽇,ソウル

168)深井穫博:⻭周病と糖尿病−埼⽟県におけ
る医科⻭科連携事業の取組み−,平成25年度
糖尿病と⻭周病に係る医科⻭科連携推進講習
会,2014年3⽉23⽇,彩の国すこやかプラザ
2階セミナーホール

169)深井穫博:21世紀の口腔保健戦略,北海道
⼦供の⻭を守る会創⽴ 30周年記念講演会,
2014年4⽉26⽇,札幌

170)深井穫博,白⽥千代⼦,中村修一:ネパー
ルにおける⻭科治療未経験者の口腔保健状態
および保健⾏動,第 63回⽇本口腔衛⽣学会,
2014年5⽉30⽇,熊本

171)深井穫博:産業⻭科保健と⻭科保健・口腔
保健 ⻭・口腔と全身との関わり,第42回産業
⻭科医研修会,2014年6⽉29⽇

172)深井穫博:21世紀の口腔保健戦略,東北⼤
講義,2014年6⽉30⽇

173)JAICOH,2014年7⽉6⽇,神⼾
174)深井穫博:グローバルヘルスと口腔保健,
埼⽟県⽴⼤学JAICOH,2014年7⽉9⽇
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175)深井穫博:健康⻑寿に寄与する⻭科医療・
口腔保健,自衛隊中央病院,2014年7⽉16⽇

176)深井穫博:産業⻭科保健と⻭科保健・口腔
保健　⻭・口腔と全身との関わり,第42回産
業⻭科医研修会,2014年8⽉3⽇

177)深井穫博:口腔保健におけるライフコース
アプローチの展開,第13回コロキウム,2014
年8⽉6⽇,東京国際フォーラム

178)深井穫博:⽣きる⼒を支える⻭科医療・口
腔保健−⾼めよう⻭科医院⼒−,⽇本⻭科衛
⽣学会第9回学術講演会基調講演,2014年9⽉
15⽇,⼤宮

179)深井穫博:グローバルヘルスと口腔保健,
さいたま赤⼗字看護学校,2014年9⽉22⽇

180)深井穫博:超⾼齢社会における成人保健・
口腔保健,さいたま赤⼗字看護学校,2014年9
⽉22⽇

181)深井穫博:糖尿病　医科⻭科連携のポイン
ト,千葉県⻭科医師会　平成26年度医科⻭科
連携事業　糖尿病重症化予防のための研修会
DM,2014年9⽉26⽇

182)深井穫博:⻭科医療は予防医学の最前線,
第7回⽇本国際⻭科⼤会(クインテッセンス),
2014年10⽉12⽇

183)深井穫博:⼦どものうちからよく噛んで健
康に　⽣活習慣病予防につながる⻭と口の健
康⼤⽥区学校保健会,⼤⽥区三医師会学校保
健委員会健康づくり講演会,2014年10⽉16⽇,
東京都⼤⽥区

184)深井穫博:⽣活習慣病(NCD)予防につなが
る⻭・口の健康,新潟⼤学講義(4年⽣),
2014年10⽉17⽇

185)深井穫博:⾏動変容を促す健診・保健指導,
⾏動変容を促す保健指導研修会,2014年10⽉
30⽇

186)深井穫博.埼⽟医科⻭科連携シンポジウム,
埼⽟県浦和市,2014年11⽉16⽇

187)深井穫博:データの蓄積をどう図るか,財
団フォーラム,2014年11⽉29⽇

2015年
188)深井穫博.超⾼齢社会における⻭科医療・
口腔保健,東北⼤⻭学部4年　社会⻭科学,
2015年6⽉8⽇(⽉),東北⼤学

189)深井穫博.グローバルヘルスと口腔保健,
国際⻭科保健,2015年7⽉08⽇(⽔),埼⽟県
⽴⼤学

190)深井穫博.産業保健と⻭科保健・口腔保
健−⻭・口腔と全身の関わり,第43回産業⻭
科医研修会(初回),2015年7⽉11(⼟)〜12
(⽇),⻭科医師会館

191)深井穫博.健康⻑寿と⻭科保健〜⽣活習慣
病予防に役⽴つ!特定健診での⻭科保健プロ
グラム〜,平成27年度市町村⻭科保健担当者
研修会,2015年7⽉15(⽔),⻑野県庁

192)深井穫博.口腔保健のライフコースアプ
ローチとNCDs予防,平成27年度学校⻭科保
健研修会,2015年7⽉30(木),岐阜県⻭科医
師会館

193)深井穫博.産業保健と⻭科保健・口腔保
健−⻭・口腔と全身の関わり,第43回産業⻭
科医研修会(2回⽬),2015年8⽉8(⼟)〜9
(⽇),⻭科医師会館

194)深井穫博.⾏動変容を促す保健指導−健康
⻑寿を支える⻭科医療･口腔保健とNCDs予
防−,東京都⻭科衛⽣⼠会学術研修会,2015
年10⽉18(⽇),⽇本⻭科⼤学⽣名⻭学部8階
展示ホール

195)深井穫博.⼤会宣言,第36回全国⻭科保健
⼤会(実⾏委員⻑　井出公一),2015年11⽉7
(⼟),⼭梨県⽴県⺠文化ホール

196)深井穫博.⻭科医療による健康増進効果に
関する調査研究,公益財団法人8020推進財団
学術集会第13回フォーラム8020,2015年11⽉
14(⼟),⻭科医師会館

197)深井穫博.医科⻭科連携の意義について,
飯伊地区における医科⻭科連携を考える,
2015年11⽉21(⼟),飯⽥市⽴病院

198)惣⽥　晃,鈴木邦彦,深井穫博,苛原　実,
齋藤訓⼦,轡　基治,鷲見よしみ(座⻑　蘆
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野吉和,鈴木　央)(コメンテーター　佐原康
之).パネルディスカッション「住みなれた街
で最後まで」,2015年11⽉23(祝),東京ビッ
グサイト国際会議場

199)深井穫博.NCDs 予防と航空保険における
ライフコースアプローチの展開,第18回⽇本
⻭科人間ドック学会・学術⼤会(学術⼤会⻑
中村勝文),2015年12⽉4(⾦)〜5(⼟),川
口総合文化センター

200)深井穫博.在宅⻭科医療　現状と課題,平
成27年度　在宅⻭科医療を⾏う⻭科医師等育
成研修会,2015年12⽉6(⽇),千葉県⻭科医
師会館

10.海外出張
01)Nepal:1990年12⽉〜1991年1⽉,ネパール
⻭科医療協⼒2次隊

02)Nepal:1992年12⽉〜1993年1⽉,ネパール
⻭科医療協⼒5次隊

03)Nepal:1994年12⽉〜1995年1⽉,ネパール
⻭科医療協⼒7次隊

04)Nepal:1995年12⽉〜1996年1⽉,ネパール
⻭科医療協⼒9次隊

05)Nepal:1996年12⽉〜1997年1⽉,ネパール
⻭科医療協⼒10次隊

06)Nepal:1997年12⽉〜1998年1⽉,ネパール
⻭科医療協⼒11次隊

07)Nepal:1999年12⽉〜2000年1⽉,ネパール
⻭科医療協⼒13次隊

08)Nepal:2000年12⽉〜2001年1⽉,ネパール
⻭科医療協⼒14次隊

09)Nepal:2001年12⽉〜2002年1⽉,ネパール
⻭科医療協⼒15次隊

10)Nepal:2002年12⽉〜2003年1⽉,ネパール
⻭科医療協⼒16次隊

11)Nepal:2003年12⽉〜2004年1⽉,ネパール
⻭科医療協⼒17次隊

12)USA(Honollulu ): 82th General Session of
the IADR, March 10-13,2004.

13)Nepal:2004年12⽉〜2005年1⽉,ネパール

⻭科医療協⼒18次隊
14)USA(Baltimore): 83th General Session of

the IADR, March 9-13,2005.
15)Australia(Brisbane): 84th General Session

of the IADR, June 28-July1,2006.
16)Nepal:2006年12⽉〜2007年1⽉,ネパール
⻭科医療協⼒20次隊

17)Nepal: 2007年 12⽉〜 2008年1⽉,ネパー
ル⻭科医療協⼒21次隊

18)Canada(Toronto): 86th General Session &
Exhibition of IADR, July 3,2008.

19)Nepal:2008年12⽉23⽇〜2009年1⽉4⽇,
ネパール⻭科医療協⼒22次隊

20)Nepal:2009年12⽉24⽇〜2010年1⽉5⽇,
ネパール⻭科医療協⼒23次隊

21)Balcerona(Spain): 88th General Session &
Exhibition of IADR, July 14-18,2010.

22)Nepal:2010年12⽉24⽇〜2010年1⽉4⽇,
ネパール⻭科医療協⼒24次隊

23)Nepal:2011年12⽉27⽇〜2012年1⽉3⽇,
ネパール⻭科医療協⼒25次隊

24)Nepal:2012年12⽉27⽇〜2013年1⽉5⽇,
ネパール⻭科医療協⼒26次隊

25)USA(SEATTLE): 91st IADR GENERAL
SESSION, March 20-23,2013.

26)トルコ(イスタンブール):2013年8⽉23⽇
〜9⽉1⽇,FDI

27)韓国(⼤邱):2013年11⽉9⽇,韓国⻭科医
師会,Global Dental Forum 2013

28)Nepal:2013年12⽉26⽇〜2014年1⽉4⽇,
ネパール⻭科医療協⼒27次隊

29)韓国(ソウル):2014年3⽉22⽇〜2014年3
⽉ 23⽇, International Academic Symposium
with Japanese Experts in Geriatric Dental
Care

30)Nepal:2014年12⽉26⽇〜2015年1⽉4⽇,
ネパール⻭科医療協⼒28次隊

31)Thailand:Aug 3-4, 2015,Asia-pacific con-
ference on ORAL HEALTH 2020 Towards
NCD risk factor approach 
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32)Nepal:2015年12⽉27⽇〜2016年1⽉5⽇,
ネパール⻭科医療協⼒29次隊

11.コロキウム・政策提言
01)第1回公開セミナー
ネパールでの国際保健医療活動から考える口
腔保健
2002年4⽉4⽇(木)深井保健科学研究所

02)深井保健科学研究所第コロキウム2003
口腔保健とヘルスケアの潮流
2003年4⽉12⽇(⼟)深井保健科学研究所

03)深井保健科学研究所第3周年コロキウム2004
保健政策を考える
2004年2⽉21⽇(⼟)東京駅ルビーホール12
階

04)深井保健科学研究所第4回コロキウム
口腔保健研究のブレイクスルー　−Think
globally and locally, and to act appropriately−
2005年4⽉2⽇(⼟)東京グリーンホテル⽔
道橋

05)深井保健科学研究所第5回コロキウム
ヘルスサイエンス−新しい展開を求めて
2006年4⽉2⽇(⼟)東京国際フォーラム会
議室　G505

06)深井保健科学研究所第6回コロキウム
働く人々のヘルスケア
2007年6⽉2⽇(⼟)東京国際フォーラム会
議室　G407

07)深井保健科学研究所第7回コロキウム
これからの地域医療を考える
2008年6⽉14⽇(⼟)秋葉原　富⼠ソフトア
キバプラザ6F セミナールーム6

08)深井保健科学研究所第8回コロキウム
健康を創り出す口腔保健・⻭科医療の展開
2009年6⽉6⽇(⼟)TKP東京駅ビジネスセ
ンター1号館カンファレンスルーム15A

09)深井保健科学研究所第9回コロキウム
Perspectives of measuring health and oral
health 
口腔の健康は測れるか? −健康における口

腔保健の定義とその評価法−
2010年8⽉8⽇(⽇)⽇仏会館

10)深井保健科学研究所第10回コロキウム
Perspectives on the New Public Health and
challenges in health assessment 
「新しい公衆衛⽣」と健康度評価の課題
2011年8⽉6⽇(⼟)⽇仏会館

11)深井保健科学研究所第11回コロキウム
“開かれた社会”における口腔保健・健康増
進の展開 
Perspectives on oral health and health promo-
tion in the new open society
2012年 7⽉ 15⽇(⽇)東京国際フォーラム
ガラスホール棟6階　G602
コロキウム2012　提言　⻭の喪失防止と健康
増進

12)深井保健科学研究所第12回コロキウム
超⾼齢社会における口腔保健
Oral health in aging society− collaboration
and challenge
2013年 8⽉ 10⽇(⼟)東京国際フォーラム
ガラスホール棟6階　G602
コロキウム2013　提言　“⻑寿社会と口腔保
健”

13)深井保健科学研究所第13回コロキウム
口腔保健におけるライフコースアプローチ
The life-course approach in the field of oral
health
2013年 8⽉ 10⽇(⼟)東京国際フォーラム
ガラスホール棟6階　G602
コロキウム2014　提言“口腔保健におけるラ
イフコースアプローチ”

14)深井保健科学研究所第14回コロキウムNCDs
と口腔保健
NCDsと口腔保健
2015年 8⽉ 23⽇(⽇)東京国際フォーラム
ガラスホール棟G510
コロキウム 2015提言 “Prevention and con-
trol of non-communicable diseases and oral
health in order to achieve healthy longevity”

̶ 127 ̶

ヘルスサイエンス・ヘルスケア Volume 15,No.2(2015)


